
の
事
に
筆
を
さ
し
を
き
侍
所
々
。
あ
ま
た
と
い
ふ
は
か
り
侍
れ
と
。
よ
し
か
、
る
あ
ら
ま
し
事
た
に
。
い
ま
、
て
此
も
の
か
た
り
に
侍

ら
れ
は
。
わ
が
と
ち
の
を
ろ
も
の
は
。
か
く
あ
た
ら
し
き
ふ
る
事
を
し
も
。
見
し
る
ま
し
き
か
く
ち
お
し
き
わ
さ
成
け
れ
は
。
身
に
お

は
い
事
の
つ
み
を
も
か
へ
り
み
す
か
つ
物
く
る
お
し
き
を
こ
事
を
さ
へ
申
つ
融
け
て
侍
り
け
り
。
…
（
※
傍
線
稿
者
。
以
下
同
様
）

と
し
て
、
先
行
注
釈
書
を
求
め
得
な
か
っ
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
で
あ
ろ
う
か
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
成
立
し
た
『
大

大
和
物
語
の
注
釈
書
と
し
て
、
承
応
二
年
（
一
六
五
二
）
に
初
公
刊
さ
れ
た
北
村
季
吟
の
「
大
和
物
語
抄
」
（
別
称
拾
穂
抄
。
以
後
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
拾
穂
抄
と
略
）
は
そ
の
奥
に

…
今
こ
の
ひ
か
心
得
と
も
を
か
き
し
る
し
侍
る
に
。
か
く
ふ
か
き
こ
と
は
の
ほ
か
の
心
を
し
ら
ぬ
は
い
ふ
も
さ
ら
な
り
。
ま
の
あ
た
り

調
査
報
告
六
十
五

一
は
じ
め
に

黒
川
文
庫
蔵
「
大
和
物
語
紗
』

解
題

上
野
英
子

山

崎

正
伸
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さ
る
よ
し
な
れ
ば
、
彼
抄
の
外
に
は
、
世
に
流
布
す
る
物
な
き
に
や
あ
ら
む
。
…

と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
く
ん
で
、
従
来
、
大
和
物
語
の
注
釈
書
は
、
勘
物
を
除
け
ば
、
拾
穂
抄
が
噌
矢
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ

和
物
語
虚
静
抄
』
で
木
崎
雅
興
は

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
八
年
、
今
井
源
衛
氏
が
「
山
鹿
素
行
手
沢
本
「
大
和
物
語
抄
』
に
就
い
て
」
（
「
語
文
研
究
」
一
六
号
）
で
、
山
鹿
光
世

氏
所
蔵
『
大
和
物
語
抄
」
の
零
本
を
紹
介
。
同
書
こ
そ
は
拾
穂
抄
に
先
行
す
る
、
中
世
の
古
注
『
大
和
物
語
紗
」
（
以
後
「
紗
」
と
略
）
で
あ

る
と
論
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
古
注
「
大
和
物
語
紗
』
考
」
（
昭
和
四
五
年
角
川
書
店
刊
「
王
朝
文
学
の
研
究
」
所
収
）
に
お
い
て
、
素
行
手
沢

本
の
残
部
大
半
が
現
存
し
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
と
同
系
統
の
完
本
三
部
が
他
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
と
し
て
、
高
橋
正
治
氏
蔵
本
・
内
閣

文
庫
本
・
国
立
国
会
図
書
館
本
を
紹
介
、
こ
れ
ら
を
詳
細
に
分
析
さ
れ
た
。

今
井
氏
の
研
究
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
後
「
紗
」
諸
本
の
実
態
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
八
年
に
高
橋
正
治

氏
が
架
蔵
本
『
紗
」
の
影
印
を
（
私
家
版
『
大
和
物
語
の
研
究
古
注
本
影
印
篇
』
）
、
昭
和
五
四
年
に
は
高
橋
貞
一
氏
が
賀
茂
季
鷹
本
「
紗
』

の
翻
刻
を
（
古
典
文
庫
三
九
四
「
大
和
物
語
抄
」
）
、
平
成
四
年
に
は
柳
田
忠
則
氏
が
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
を
紹
介
さ
れ
た
（
「
日
本
大

学
総
合
図
書
館
蔵
大
和
物
語
紗
に
つ
い
て
」
中
古
文
学
五
○
号
）
。
こ
の
う
ち
、
柳
田
氏
に
よ
っ
て
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
日
大
本
に
は
、
書

写
成
立
の
経
緯
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
奥
書
が
つ
い
て
お
り
、
「
紗
』
そ
の
も
の
の
流
伝
を
考
察
す
る
う
え
で
も
興
味
深
い
。
同
奥
書
に
よ
れ

ば る
0

抄
出
の
事
、
去
ぬ
る
年
の
秋
、
横
山
山
城
守
長
知
、
此
物
語
よ
め
と
の
た
ま
ふ
。
た
、
と
申
。
そ
の
か
み
、
江
沼
の
温
泉
に
て
つ
れ
ｊ
く
～

：
此
物
語
に
も
先
哲
の
抄
物
な
く
や
は
あ
る
べ
き
な
れ
ど
も
、
ふ
か
く
函
底
に
ひ
め
を
く
に
や
、
い
ま
だ
見
出
侍
ら
ず
。
繕
に
北
村
氏

の
一
抄
あ
り
て
世
に
伝
へ
り
。
彼
抄
の
お
く
に
、
か
ゞ
る
あ
ら
ま
し
事
だ
に
、
此
物
語
に
侍
ら
れ
ば
と
有
。
彼
作
者
も
い
ま
だ
見
及
ば
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六十五黒川文庫蔵『大和物語紗」解題

寛
永
十
年
癸
酉
夏
五
月
十
八
日
旅
人
葉
雪

横
山
山
城
守
殿
（
※
句
読
点
稿
者
）

と
あ
り
、
①
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
）
、
葉
雪
が
綴
喜
禅
門
一
覚
と
い
う
老
人
か
ら
大
和
物
語
の
講
釈
を
う
け
た
こ
と
。
②
寛
永

九
年
（
一
六
三
二
）
、
葉
雪
は
横
山
山
城
守
長
知
の
命
に
よ
り
大
和
物
語
の
講
釈
を
し
た
こ
と
。
そ
の
際
、
一
覚
老
師
の
説
を
用
い
た
こ
と
。

③
長
知
よ
り
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
作
成
せ
よ
と
い
う
命
を
う
け
、
冬
に
中
害
し
て
進
上
し
た
こ
と
。
④
そ
の
際
、
勘
物
（
勝
命
自
筆
本
の
転
写
本

で
勘
物
が
多
く
、
他
本
よ
り
は
段
も
言
葉
も
少
な
い
一
覚
老
師
本
の
勘
物
を
利
用
し
た
）
を
各
章
段
の
末
に
か
き
、
師
に
聞
い
た
ま
ま
注
釈
を

草
し
た
こ
と
。
⑤
そ
の
後
勝
命
が
進
上
本
を
も
っ
て
密
々
書
写
し
た
と
い
う
田
丸
西
位
所
持
本
を
借
り
、
異
同
を
傍
害
し
、
清
書
さ
せ
、
寛
永

十
年
五
月
に
改
め
て
長
知
に
進
上
し
た
こ
と
、
等
の
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
奥
書
が
日
大
本
の
み
に
係
わ
る
も
の
な
の
か
、
「
紗
」
自
体
の
成
立
に
ま
で
係
わ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
説
の
分
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
初
め
て
具
体
的
な
年
号
が
示
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
今
回
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
の
な
か
に
も
、
同
じ
く
「
紗
」
の
一
本
と
思
わ
れ
る
写
本
を
確
認
し
た
。
し
か
も
こ

の
本
は
他
の
『
紗
」
と
は
書
式
を
大
い
に
異
に
し
、
物
語
本
文
も
注
の
本
文
も
独
特
で
あ
る
。

の
ほ
と
に
と
あ
れ
は
、
い
に
し
慶
長
の
頃
、
綴
喜
禅
門
一
覚
と
い
ふ
人
、
久
世
の
幽
閉
に
い
ま
し
、
ま
う
て
き
、
し
其
説
も
て
よ
み
侍
る

事
、
繁
し
、
抄
せ
よ
、
と
あ
る
を
、
い
な
み
か
た
く
、
一
覚
老
師
の
本
は
、
む
か
し
佐
渡
守
親
賢
か
子
美
濃
権
守
入
道
勝
命
之
か
か
き
し

う
つ
し
に
て
、
勘
物
多
く
、
他
本
よ
り
は
お
さ
ノ
ー
段
も
こ
と
葉
も
す
ぐ
な
し
。
其
勘
物
を
段
の
末
に
か
き
、
師
に
き
§
し
ま
、
に
草
し
、

冬
、
中
耆
な
し
て
奉
り
、
重
て
田
丸
西
位
所
持
本
の
奥
に
、
勝
命
以
進
上
本
密
々
書
写
す
、
と
あ
る
を
請
、
す
こ
し
き
に
か
は
れ
る
所
を
、

か
た
は
ら
に
付
て
、
こ
と
し
、
令
書
写
、
長
知
に
奉
る
也
。
愚
て
っ
た
な
き
ま
膳
に
、
こ
と
多
く
抄
す
。
あ
や
ま
り
を
あ
は
れ
み
、
た
樹

し
給
へ

－Qq－
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今
井
論
文
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
は
、
い
み
じ
く
も
木
崎
雅
興
が
「
抄
の
外
に
は
、
世
に
流
布
す
る
物
な
き
に
や
あ
ら
む
」
と
評
し
た
ご
と
く
、

最
も
早
く
公
刊
さ
れ
、
世
に
喧
伝
さ
れ
た
の
は
「
拾
穂
抄
」
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
「
紗
」
は
「
拾
穂
抄
」
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
、

い
わ
ば
そ
の
傍
流
と
し
て
ひ
っ
そ
り
と
命
脈
を
つ
な
い
で
き
た
か
に
み
え
る
。
し
か
し
黒
川
本
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
と
、
『
紗
」
に
は
「
紗
」

な
り
の
、
芳
醇
な
享
受
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
『
紗
」
の
享
受
史
の
み
な
ら
ず
、
広
く
は
大
和

物
語
の
享
受
史
を
考
察
す
る
う
え
で
も
意
義
あ
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本
稿
で
は
黒
川
本
に
関
す
る
調
査
結
果
を
報
告
す
る

が
、
文
芸
資
料
研
究
所
の
「
別
冊
年
報
」
Ｖ
・
Ⅵ
に
翻
刻
を
掲
載
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
書
誌

［
冊
数
・
装
丁
］
写
本
一
冊
。
袋
綴
（
五
孔
・
後
綴
白
糸
）
。

［
表
紙
］
香
色
無
地
後
修
（
裏
打
ち
補
修
）
紙
表
紙
。
表
紙
寸
法
二
八
、
四
×
二
○
、
○
糎
。
表
紙
左
肩
に
「
大
和
物
語
紗
」
、
右
下
端
に
「
十

七
」
と
墨
書
（
同
筆
か
）
。
ま
た
表
紙
右
肩
に
黒
川
文
庫
の
分
類
印
「
物
語
」
（
単
辺
朱
丸
印
）
を
捺
す
。

［
本
文
料
紙
］
前
後
見
返
し
と
も
白
紙
。
本
文
料
紙
斐
紙
。
墨
付
き
本
文
九
十
六
丁
。
第
一
紙
目
に
は
料
簡
め
い
た
書
き
入
れ
注
が
付
加
さ
れ

る
が
、
こ
の
注
は
『
紗
」
諸
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
後
遊
紙
一
丁
。

［
書
式
］
本
論
部
分
は
、
各
丁
、
上
欄
に
余
白
を
残
し
て
四
周
単
辺
（
内
郭
一
八
、
三
×
一
四
、
六
糎
）
の
匡
郭
を
ひ
き
、
匡
郭
外
（
主
と
し

て
上
欄
余
白
）
に
頭
注
を
、
匡
郭
内
に
物
語
本
文
と
行
間
注
を
記
す
。
「
紗
』
諸
本
で
は
各
章
段
の
文
末
に
一
括
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
「
紗
』
の
注
記
を
、
黒
川
本
は
、
頭
注
と
行
間
注
と
に
分
散
さ
せ
て
記
述
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
書
式
も
ま
た
異
色
。

［
物
語
本
文
］
物
語
本
文
は
章
段
が
あ
ら
た
ま
る
毎
に
、
改
行
し
て
書
き
起
こ
す
形
式
を
と
る
。
但
し
段
序
を
示
す
数
詞
は
無
い
。
片
面
十
一
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六十五黒川文庫蔵「大和物語紗』解題

注
記
に
も
、
朱
墨
両
筆
で
の
書
き
入
れ
訂
正
や
諸
記
号
（
鉤
点
・
訓
点
・
朱
引
・
清
濁
な
ど
）
が
加
わ
る
。
朱
墨
の
先
後
関
係
は
、
朱

書
を
墨
筆
で
訂
正
し
た
り
、
そ
の
逆
も
あ
っ
た
り
で
特
定
し
な
い
が
、
朱
筆
の
全
く
加
わ
ら
な
い
独
自
注
も
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
最
後

に
加
え
ら
れ
た
の
は
墨
筆
に
よ
る
注
記
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

［
識
語
］
識
語
「
釈
栗
所
持
」
（
本
文
最
終
丁
裏
）
。
人
物
未
詳
。
「
写
」
で
は
な
く
「
所
持
」
と
明
記
す
る
と
こ
ろ
を
見
る
に
、
こ
の
人
物
は
該

ま
た
朱
引
や
朱
の
句
点
・
朱
墨
両
筆
の
清
濁
記
号
等
が
あ
る
。
句
点
は
色
合
い
を
異
に
し
た
朱
筆
が
用
い
ら
れ
、
色
合
い
に
よ
っ
て
句

点
の
打
ち
方
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
、
清
濁
点
も
同
一
箇
所
に
両
用
の
記
号
が
振
ら
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
が
一
度

だ
け
で
は
す
ま
な
か
っ
た
証
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
朱
墨
両
筆
に
よ
る
異
文
注
記
や
本
文
訂
正
が
あ
る
。
異
文
注
記
の
な
か
に
は
「
判
本
ニ
ハ
」
と
い
う
注
記
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

底
本
以
外
の
本
文
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

［
注
記
］
注
記
に
は
、
匡
郭
内
の
物
語
本
文
行
間
に
記
さ
れ
た
も
の
と
、
匡
郭
外
の
頭
注
に
記
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
る
。
注
記
の
種
類
は
、
振

り
漢
字
・
振
り
仮
名
を
は
じ
め
と
し
て
、
語
釈
・
文
脈
解
説
・
勘
物
・
出
典
・
有
職
故
実
等
多
数
。
「
紗
」
の
注
記
を
継
承
し
た
も
の
も

あ
れ
ば
、
全
く
独
自
の
注
も
あ
り
、
後
者
の
な
か
に
は
本
行
書
写
者
以
外
の
筆
も
複
数
。
ま
た
「
吉
源
釈
」
や
「
垣
斎
説
」
な
ど
と
い
っ

た
講
釈
の
聞
耆
め
い
た
記
述
も
あ
る
。

行
、
一
行
二
十
二
字
内
外
。
和
歌
独
立
書
き
（
改
行
二
字
下
げ
二
行
分
か
ち
書
き
）
。

［
書
き
入
れ
］
物
語
本
文
の
書
写
が
終
了
し
た
後
に
加
え
ら
れ
た
と
解
さ
れ
る
書
き
入
れ
に
、
ま
ず
各
段
冒
頭
に
付
さ
れ
た
朱
筆
に
よ
る
鉤
点

と
、
朱
あ
る
い
は
墨
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
「
並
び
」
の
肩
付
き
が
あ
る
。
改
行
し
な
か
っ
た
（
換
言
す
れ
ば
、
書
写
段
階
で
は
そ
こ
か

ら
新
た
な
章
段
が
始
ま
る
と
認
定
し
な
か
っ
た
）
本
文
の
肩
に
、
朱
の
鉤
点
が
付
け
ら
れ
た
り
、
朱
墨
両
筆
に
よ
る
「
並
」
が
書
き
入
れ

ら
れ
た
箇
所
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
朱
引
や
朱
の
句
点
‐
朱
里
睾
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黒
川
本
の
施
注
時
期
を
暗
示
す
る
と
思
わ
れ
る
三
つ
の
例
を
紹
介
す
る
。

第
一
の
例
は
、
通
行
章
段
で
い
う
第
配
段
（
以
後
、
通
行
章
段
は
算
用
数
字
、
並
び
の
章
段
に
は
漢
数
字
を
用
い
、
表
記
を
区
別
す
る
）

「
女
五
の
み
こ
」
の
注
で
あ
る
。
『
紗
』
諸
本
で
は

寛
平
第
五
の
皇
女
後
撰
に
宇
多
院
に
侍
け
る
人
に
せ
う
そ
こ
つ
か
ハ
し
御
返
事
も
侍
ら
さ
り
け
れ
は
よ
ミ
人
し
ら
す

う
た
の
野
ハ
み
、
な
し
山
か
よ
ふ
こ
烏
よ
ふ
声
に
た
に
こ
た
へ
さ
る
ら
ん

三
成
立
時
期

と
す
る
が
、
黒
川
本
で
は
、
頭
注
に

女
五
の
御
子
ハ
寛
永
第
五
の
皇
女
依
子
内
親
王
也
民
部
卿
昇
女
也
後
撰
に
宇
多
院
に
侍
け
る
人
に
消
息
つ
か
は
し
け
る
に
御
返
事

も
侍
ら
さ
り
け
れ
は
よ
ミ
人
し
ら
す

書
を
書
写
し
作
成
し
た
人
物
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
所
有
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
尤
も
該
書
書
き
入
れ
注
記
の
一
部
に
、
こ

の
識
語
と
類
似
し
た
筆
跡
の
も
の
が
あ
る
。
所
有
し
た
の
み
な
ら
ず
、
一
部
注
を
書
き
入
れ
た
も
の
か
。

［
蔵
書
印
］
墨
付
き
本
文
一
丁
表
に
、
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
（
単
辺
朱
長
方
印
）
（
単
辺
朱
丸
印
）
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
（
単
辺
朱
長
方
印
）
の
三
種
。

墨
付
き
本
文
最
終
丁
裏
に
、
「
光
鴻
」
（
白
文
。
瓢
箪
型
朱
印
）
と
本
学
の
印
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」
（
単
辺
朱
長
円
印
）
を
捺
す
。

と
よ
み
給
ふ
人
也

返
し
女
五
の
み
こ

み
猫
な
し
の
山
な
ら
す
と
も
よ
ふ
こ
烏
な
に
か
ハ
き
か
ん
時
な
ら
ぬ
音
を

‘）
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と
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
他
の
「
紗
』
に
無
い
黒
川
本
の
独
自
注
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
で
い
う

因
み
に
こ
の
く
だ
り
、
お
も
だ
っ
た
版
本
の
本
文
異
同
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

イ
か
せ
…
拾
穂
抄
・
首
耆
・
群
書
類
従
・
冠
注

イ
か
せ
…
拾
穂
抄
・
首
耆
・
群

ロ
か
け
…
古
活
字
・
慶
安
版
本

一
方
第
幽
段
の
物
語
本
文
「
時
ノ
ー
し
片

「
是
迄
判
本
落
字
也
」
と
い
う
独
自
の
行
間
一

て
い
↓
。
。

と
あ
る
。
私
に
施
し
た
傍
線
部
「
寛
永
」
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
「
紗
』
諸
本
に
い
う
「
寛
平
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
寛
永
は
一
六
二
四

か
ら
一
六
四
三
年
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
誤
写
は
そ
れ
以
降
の
記
述
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
の
例
は
、
第
河
段
の
和
歌
「
さ
き
に
ほ
ひ
か
せ
ま
つ
ほ
と
の
や
ま
さ
く
ら
ひ
と
の
よ
樹
り
は
ひ
さ
し
か
り
け
る
」
の
な
か
の
「
か
せ
」

の
傍
注
と
し
て
、
黒
川
本

判
ニ
ハ
か
け
と
有

と
よ
み
給
人
也

女
五
の
御
子

イ
（
本
行
に
あ
り
）

ロ
（
本
行
に
無
し
）

宇
多
の
野
は
み
嵐
な
し
山
か
よ
ふ
こ
烏
よ
ふ
こ
ゑ
に
た
に
こ
た
へ
さ
る
ら
ん

み
ｈ
な
し
の
山
な
ら
す
と
も
よ
ふ
こ
烏
な
に
か
は
き
か
ん
時
な
ら
ぬ
音
を

黒
川
本
に
は

一
四
本
文
「
時
ノ
ー
し
け
る
心
あ
る
も
の
に
て
人
の
国
の
哀
れ
に
心
ほ
そ
き
と
こ
ろ
ノ
ー
」
の
傍
注
で
も
、
黒
川
本
に
は

と
い
う
独
自
の
行
間
注
（
朱
筆
）
が
加
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
く
だ
り
、
お
も
だ
っ
た
版
本
は
次
の
よ
う
な
異
同
と
な
っ

古
活
字
・
拾
穂
抄
・
首
耆
・
群
耆
類
従
‐
冠
注

慶
安
版
本

「
判
」
と
は
ど
の
版
本
を
さ
す
の
か
。
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両
者
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
黒
川
本
の
独
自
注
が
い
う
「
判
本
」
と
は
、
慶
安
版
本
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
同
書
の
刊
行
は
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
。
す
る
と
こ
の
注
記
は
同
年
以
降
の
施
注
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
の
例
は
、
黒
川
本
に
は
本
文
第
一
丁
目
に
料
簡
め
い
た
記
述
が
あ
り
、
冒
頭
の
「
大
和
物
語
之
題
号
者
神
皇
正
統
記
云
大
倭
者
訓
夜
麻

土
云
々
日
本
ト
モ
ョ
メ
リ
…
」
で
は
じ
ま
る
一
つ
書
き
が
『
首
耆
大
和
物
語
』
の
序
文
と
一
致
す
る
点
で
あ
る
。
「
首
書
」
の
注
記
は
そ
の

多
く
を
『
拾
穂
抄
」
に
依
っ
て
い
る
が
、
こ
の
く
だ
り
は
「
拾
穂
抄
」
に
も
無
い
。
一
方
、
「
首
書
』
と
一
致
す
る
黒
川
本
の
こ
の
筆
跡
は
、

同
本
の
注
記
で
多
く
を
占
め
る
筆
跡
に
酷
似
し
て
お
り
、
同
筆
と
判
断
し
た
。
仮
に
黒
川
本
が
『
首
耆
』
の
記
述
を
転
載
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、

同
書
の
刊
行
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
述
し
た
今
井
論
文
に
よ
れ
ば
、
『
紗
」
の
諸
本
は
、
（
Ａ
）
物
語
の
全
文
を
掲
示
す
る
も
の
と
（
Ｂ
）
冒
頭
の
数
句
の
み
を
記
し
あ
と
は
省

略
す
る
も
の
と
に
大
別
で
き
る
と
い
う
。
氏
の
説
に
従
っ
て
、
現
行
の
諸
本
を
分
類
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

（
Ａ
）
日
本
大
学
総
合
図
書
館
本
（
日
大
本
と
略
）

四
物
語
本
文
に
つ
い
て

（
Ａ
）
日
本
大
学
総
合
図
書
館
本
（
円

・
内
閣
文
庫
本
（
内
閣
本
と
略
）

・
島
原
松
平
文
庫
旧
蔵
高
橋
正
治
氏
蔵
本
（
高
橋
本
と
略
）

・
古
典
文
庫
掲
載
賀
茂
季
鷹
書
写
本
（
翻
刻
の
み
で
原
本
散
逸
。
季
鷹
本
と
略
）

（
Ｂ
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
国
会
本
と
略
）
…
酩
段
以
降
の
物
語
本
文
を
省
略
す
る
。

・
素
行
文
庫
蔵
山
鹿
素
行
手
沢
本
（
零
本
。
素
行
本
と
略
）
…
初
段
の
み
物
語
本
文
全
文
を
記
す
。
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第
二
に
、
黒
川
本
に
は
一

同
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

物
語
本
文
の
全
文
を
有
す
る
黒
川
本
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
前
者
に
属
す
る
。
但
し
、
黒
川
本
の
み
が
有
す
る
物
語
本
文
の
書
式
上
の
特

色
と
し
て
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

一
『
紗
」
の
諸
本
が
、
各
段
末
尾
に
当
該
段
の
注
を
一
括
記
述
し
、
結
果
、
物
語
本
文
は
段
毎
に
注
で
区
切
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

黒
川
本
の
物
語
本
文
は
匡
郭
内
に
連
続
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
注
は
物
語
本
文
の
行
間
や
匡
郭
外
に
分
散
記
述
す
る
形
式
で
あ
る
こ
と
。

二
『
紗
」
の
諸
本
が
、
各
段
冒
頭
の
肩
付
き
に
「
初
段
」
「
初
段
竪
並
」
「
第
二
段
」
「
第
三
段
」
な
ど
と
並
び
の
段
序
を
書
き
入
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
黒
川
本
は
段
毎
に
改
行
は
す
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
段
序
の
数
詞
は
記
さ
な
い
こ
と
。
但
し
、
書
写
成
立
後
に
各

段
冒
頭
に
朱
の
鉤
点
を
付
し
、
ま
た
朱
墨
両
筆
で
「
並
」
と
記
述
し
た
り
、
逆
に
こ
れ
ら
を
塗
消
し
た
箇
所
も
あ
る
こ
と
。

三
「
紗
』
諸
本
に
欠
落
し
て
い
る
刈
段
と
血
段
の
物
語
本
文
を
、
当
該
箇
所
に
、
し
か
も
注
を
つ
け
て
記
述
し
て
あ
る
こ
と
。

黒
川
本
が
こ
の
よ
う
な
書
式
を
と
る
に
い
た
っ
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
書
式
の
み
な
ら
ず
物
語
本
文
も
ま
た
、
黒
川
本
は
『
紗
』
諸
本
中
か

な
り
独
自
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
結
論
を
さ
き
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
「
紗
』
の
一
本
を
底
本
に
し
た
の
で
は
な
く
、
慶
安
版
本
を
中
心
に
、

こ
れ
に
『
紗
」
や
二
条
家
流
の
本
文
等
を
参
照
し
、
い
わ
ゆ
る
校
訂
本
文
を
作
り
上
げ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
そ
の
主
立
っ
た
理
由
を
述
べ
よ
う
。

「
紗
」
が
底
本
で
は
な
い
と
判
断
し
た
理
由
は
、
第
一
に
「
紗
」
諸
本
に
欠
落
し
て
い
る
二
つ
の
段
を
黒
川
本
の
み
が
当
該
箇
所
に
有
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
紗
」
を
底
本
と
し
、
そ
れ
を
忠
実
に
書
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
決
し
て
起
こ
り
得
な
い
現
象
で
あ
る
。

第
二
に
、
黒
川
本
に
は
書
式
の
相
違
が
引
き
起
こ
し
た
と
思
わ
れ
る
段
構
成
上
の
異
同
、
換
言
す
る
な
ら
ば
章
段
の
区
切
り
方
に
関
す
る
異

例
え
ば
、
的
段
と
、
段
。
「
紗
」
諸
本
の
場
合
、
こ
の
両
段
は
一
括
し
て
記
さ
れ
、
、
段
の
文
末
に
両
段
の
注
記
が
し
る
さ
れ
て
あ
る
。
く
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と
こ
ろ
が
黒
川
本
の
場
合
、
ｍ
段
で
改
行
し
、
か
つ
そ
の
冒
頭
に
は
朱
の
鉤
点
を
振
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
黒
川
本
は
的
段
と
、
段

を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
章
段
と
み
な
し
て
、
書
写
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
し
仮
に
、
黒
川
本
が
「
紗
』
諸
本
の
物
語
本
文
を
底
本
と
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
章
段
の
区
切
り
方
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

同
様
の
異
同
は
、
師
と
銘
段
。
鋤
と
卯
段
・
伽
と
Ⅷ
段
・
川
と
加
段
・
唖
と
醐
段
に
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
通
行
段
で
い
う
咄
段
も
然
り
。
こ
の
章
段
は
、
ａ
良
少
将
出
家
の
話
．
ｂ
小
野
小
町
と
の
贈
答
歌
。
Ｃ
出
家
し
た
子
ど
も
の
話
と
、
良

少
将
を
め
ぐ
る
三
つ
の
話
か
ら
な
る
か
な
り
な
長
編
で
あ
る
が
、
「
紗
」
諸
本
は
こ
の
三
話
を
、
ａ
を
「
一
八
○
段
」
ｂ
を
「
前
段
の
な
ら
ひ
」

Ｃ
を
「
な
ら
ひ
」
と
し
て
独
立
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
末
に
注
記
を
挟
ん
で
い
る
。

し
か
る
に
黒
川
本
は
、
ａ
と
ｂ
だ
け
は
改
行
と
鉤
点
と
「
並
」
の
記
述
で
、
独
立
さ
せ
た
も
の
の
、
Ｃ
は
ｂ
と
改
行
す
る
こ
と
な
く
同
一
行

で
続
け
て
書
写
し
て
い
る
。
尤
も
、
Ｃ
の
肩
に
は
「
並
」
の
傍
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
物
語
本
文
を
書
写
し
た
後
の
操
作
で
あ
ろ

う
。
少
な
く
と
も
物
語
を
書
写
し
た
時
点
で
は
、
ｂ
と
Ｃ
は
一
括
し
た
章
段
と
し
て
写
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
か
か
る
現
象
は
「
紗
』
を
底
本

と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
決
し
て
起
こ
り
得
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

第
三
の
例
は
、
『
紗
」
諸
本
の
な
か
で
黒
川
本
の
独
自
異
文
が
目
立
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。
以
下
、
顕
著
な
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

わ
し
く
い
う
と
、
的
段
の
肩
付
き
に
並
び
の
段
序
「
五
十
六
段
」
が
記
入
さ
れ
、
的
段
の
文
末
後
は
改
行
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
、
段
の
冒

頭
句
が
つ
づ
き
、
、
段
が
終
わ
っ
て
、
両
段
の
注
が
入
り
、
そ
の
あ
と
改
行
「
五
十
七
段
」
と
い
う
肩
付
き
で
新
た
に
汀
段
が
始
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
通
行
本
の
段
序
で
い
う
と
こ
ろ
の
第
的
と
、
段
は
、
『
紗
」
諸
本
で
は
と
も
に
「
五
十
六
段
」
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
ゞ

と
こ
ろ
が
黒
川
本
の
場
合
、

－100－



六十五黒川文庫蔵『大和物語紗』解題

蠅
段
で
、
「
皆
人
ノ
、
：
題
を
い
と
」
ま
で
の
く
だ
り
が
、
黒
川
本
本
行
に
は
欠
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
黒
川
本
は
そ
の
後
朱
筆
で
欠
落

本
文
を
書
き
入
れ
、
「
是
迄
落
字
也
」
と
注
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
に
な
る
と
『
紗
」
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お

こ
の
く
だ
り
、
古
活
字
本
や
慶
安
版
本
の
本
文
も
欠
落
し
て
い
る
。

睨
段
で
も
、
黒
川
本
は
「
物
も
…
ま
も
ら
せ
給
ふ
て
」
ま
で
を
欠
い
て
お
り
、
慶
安
版
本
も
同
様
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。
但
し
こ
こ
で
は

〔
醜
段
一

物
も
の
た
ま
は
せ
す
き
こ
し
め
し
つ
け
ぬ

に
や
あ
ら
ん
と
て
又
そ
う
し
給
に
お
も
て

を
の
み
ま
も
ら
せ
給
ふ
て
（
＊
圓
同
回
点

線
部
「
き
こ
し
め
し
て
」
「
む
」
）

〔
蠅
段
］

皆
人
ｊ
、
よ
ま
せ
給
け
り
さ
て
お
ほ
せ
給

け
る
や
う
玉
ふ
ち
は
い
と
ら
う
あ
り
て
寄

な
と
い
と
よ
う
よ
み
き
此
と
り
か
ゐ
と
い

ふ
題
を
い
と
（
＊
回
・
回
同
圓
点
線
部
「
い
」
）

「
紗
」
諸
本

（
。
皆
人
ｊ
～
よ
ま
せ
給
け
り
さ
て
お
ほ

せ
給
け
る
や
う
玉
ふ
ち
は
い
と
ら
う
あ
り

て
寄
な
と
い
と
よ
う
よ
み
き
此
と
り
か
い

と
い
ふ
題
を
い
と
是
迄
落
字
也
）

（
＊
本
行
ニ
ナ
シ
。
朱
筆
ニ
テ
補
入
）

（
＊
＋
ノ
シ
）

黒
川
本

匿
…
（
＊
ナ
シ
）

問
・
岡
。
固
…
物
も
の
た
ま
は
せ
す
聞
し

め
し
つ
け
ぬ
に
や
あ
ら
ん
と
て
又
そ
う
し

給
ふ
に
お
も
て
を
の
み
ま
も
ら
せ
給
ふ
て

岡
・
園
…
（
＊
ナ
シ
）

囹
．
固
…
人
々
に
ょ
ま
せ
給
ひ
に
け
り

お
ほ
せ
給
ふ
や
う
た
ま
ぶ
ち
は
い
と
ら
う

あ
り
て
牙
な
ど
よ
く
よ
み
き
此
烏
か
ひ
と

い
ふ
題
を

備
考
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脱
段
に
お
い
て
も
、
黒
川
本
は
本
文
に
大
き
な
欠
落
を
み
せ
、
同
様
の
欠
落
は
古
活
字
本
と
慶
安
版
本
に
も
認
め
う
る
。
但
し
、
本
例
で
興

味
深
い
の
は
、
黒
川
本
が
欠
落
本
文
中
の
「
さ
う
し
い
も
ゐ
」
の
語
義
に
つ
い
て
、
『
紗
」
諸
本
と
同
じ
「
精
進
斎
也
精
進
ハ
内
外
六
根
の

王
精
進
也
斉
ハ
禁
足
安
座
也
」
の
注
を
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
注
記
は
、
黒
川
本
の
注
記
中
よ
く
見
か
け
る
筆
跡
で
あ
り
、
記
さ
れ
た
位
置
も
欠
落
付
近
の
頭
注
部
分
で
あ
る
。
ど
こ
に
書
き
入
れ
る

か
迷
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
妥
当
な
位
置
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
施
注
者
は
物
語
中
に
当
該
本
文
の
な
い
こ
と
を
承
知
し
て

い
な
が
ら
、
「
紗
」
か
ら
引
い
た
語
義
を
転
写
し
、
か
つ
物
語
本
文
を
訂
正
す
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

蠅
段
と
は
異
な
り
、
黒
川
本
に
落
字
の
指
摘
は
な
い
。

｛
咄
段
一

ほ
う
し
に
や
成
に
け
ん
身
を
や
な
け
て
ん

法
師
に
な
り
た
ら
は
さ
て
な
む
あ
る
と
も

聞
え
な
ん
な
を
身
を
な
け
た
る
成
へ
し
と

お
も
ふ
に
世
中
に
も
い
み
し
う
あ
は
れ
か

り
め
こ
と
も
は
さ
ら
に
も
い
は
す
よ
る
ひ

る
さ
う
し
い
も
ゐ
を
し
て
せ
け
ん
の
仏
神

に
願
を
た
て
ま
と
へ
と
を
と
に
も
き
こ
え

す
（
＊
圓
・
回
同
）

（
＊
ナ
シ
）

固
・
医
…
（
＊
ナ
シ
）

囹
・
固
：
ほ
う
し
に
ゃ
成
に
け
ん
身
を

や
な
け
て
け
ん
法
師
に
な
り
た
ら
ば
さ
て

な
ん
あ
る
と
も
聞
え
な
ん
猶
身
を
な
け
た

る
成
へ
し
と
思
ふ
に
世
中
に
も
い
み
し
う

哀
か
り
め
子
共
は
更
に
も
い
は
す
よ
る
ひ

る
さ
う
し
い
も
ゐ
を
し
て
せ
け
ん
の
神
仏

に
願
を
た
て
ま
ど
へ
と
を
と
に
も
聞
え
ず
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六十五 黒川文庫蔵『大和物語紗』解題

受
け
た
可
能
性
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

実
際
、
慶
安
版
本
と
の
異
同
は
極
め
て
少
な
く
、
「
紗
」
諸
本
・
古
活
字
本
・
拾
穂
抄
・
勝
命
本
・
細
川
本
・
群
書
類
従
本
・
首
耆
な
ど
と

比
較
し
て
も
、
そ
の
近
似
値
は
群
を
抜
い
て
い
る
。

ま
た
黒
川
本
は
時
折
、
「
わ
た
り
」
を
「
は
た
り
」
、
「
わ
ら
は
」
を
「
は
ら
は
」
と
す
る
な
ど
独
特
の
仮
名
遣
い
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

慶
安
版
本
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
慶
安
版
本
の
方
が
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
に
、
黒
川
本
の
仮
名
遣
い
は
同
書
の
影
響
を

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

方
が
遙
か
に
強
い
よ
う
で
あ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、
慶
安
版
本
を
も
っ
て
底
本
に
し
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
そ
う
仮
定
し
て
、
破
綻
を
き
た
す
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う

、
段
、
黒
川
本
に
は
古
活
字
本
や
慶
安
版
本
同
様
の
欠
落
が
あ
る
。

〔
加
段
｝

そ
の
返
事
に
い
と
う
れ
し
う
と
ひ
給
へ
る

事
（
＊
圖
・
回
回

黒
川
本
の
物
語
本
文
が
『
紗
」
を
底
本
に
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
く
、
む
し
ろ
慶
安
版
本
と
の
類
似
度
の

（
＊
十
く
ン
）

固
・
園
…
（
＊
ナ
シ
）

囹
・
固
…
そ
の
か
へ
り
こ
と
に
い
と
嬉

し
く
と
ひ
給
へ
る
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「
子
」
の
振
り
漢
字
ま
で

版
本
と
一
致
し
て
い
る
。

慶
安
版
本
は
一
‐
事
」
と
い
う
漢
字
表
記
か
ら
み
て
「
こ
の
事
」
と
解
釈
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
黒
川
本
は
「
こ
ど
も
」
と
し
、

Ｊ
」
の
振
り
漢
字
ま
で
宛
て
て
い
る
。
但
し
次
の
「
く
に
か
よ
ひ
」
の
く
だ
り
で
は
、
「
国
に
か
よ
ひ
」
を
「
国
か
よ
ひ
」
と
訂
正
し
、
慶
安

黒
川
本
に
は
「
是
迄
判
本
落
字
也
」
と
い
う
朱
注
が
加
わ
っ
て
い
る
。
古
活
字
版
・
拾
穂
抄
・
首
書
な
ど
は
「
紗
」
と
同
文
。
よ
っ
て
落
字

一
山
段
一

こ
の
事
も
、
人
の
く
に
か
よ
ひ
を
な
ん

一
幽
段
一

時
々

慶
安
版
本

時
ノ
ｉ
、
し
け
る
心
あ
る
も
の
に
て
人
の
国

の
哀
れ
に
心
ぼ
そ
き
と
こ
ろ
ノ
‐
～

「
是
迄
判
本
落
字
也
」
（
＊
「
」
内
朱
傍
注
）

ん

千
丁

こ
の
こ
ど
‐
も
、

－
１
０
当

人
の
国
一
に
一
か
よ
ひ
を
な

黒
川
本

岡
…
こ
の
子
と
も
、
人
の
国
に
か
ょ
ひ

を
な
ん

Ｅ
…
こ
の
こ
と
も
、
人
の
く
に
に
か
ょ

ひ
を
な
ん

囹
．
固
…
こ
の
子
ど
も
、
人
の
く
に
が

よ
ひ
を
な
ん

図
・
固
・
囹
・
固
・
：
時
ノ
ー
し
け
る
心

有
も
の
に
て
人
の
国
の
あ
は
れ
に
心
ぼ
そ

き
所
ノ
ー

備
考
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六十五黒川文庫蔵「大和物語紗」解題

慶
安
版
本
に
も
「
紗
』
に
も
み
え
な
い
本
文
。
但
し
、

勝
命
本
「
さ
ら
に
よ
り
こ
ず
ま
た
み
し
人
や
あ
る
と
も
思
あ
え
ず
い
と
う
し
と
の
み
思
へ
ど
」

細
川
本
「
さ
ら
に
よ
り
こ
す
い
と
う
し
と
お
も
へ
ど
さ
ら
に
」

拾
穂
抄
・
首
害
「
さ
ら
に
よ
り
こ
す
い
と
う
し
と
思
へ
ど
更
に
」

と
あ
り
、
黒
川
本
の
よ
う
な
本
文
は
他
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
本
例
に
よ
っ
て
、
黒
川
本
は
『
紗
」
や
慶
安
版
本
以
外
の
本

文
を
も
利
用
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

慶
安
版
本
は
「
御
車
…
た
て
り
け
り
」
ま
で
の
本
文
が
欠
落
し
て
い
る
。

以
上
、
「
紗
』
が
底
本
で
な
い
理
由
、
慶
安
版
本
が
そ
の
ま
ま
底
本
と
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
理
由
を
述
べ
た
。
黒
川
本
は
慶
安
版
本
を
ベ
ー

ス
に
し
な
が
ら
、
『
紗
』
や
他
の
諸
本
も
参
照
し
つ
つ
、
独
自
に
校
訂
本
文
を
作
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

が
認
め
ら
れ
る
の
は
慶
安
版
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朱
筆
書
き
入
れ
の
段
階
で
は
版
本
を
披
見
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
血
段
〕

み
や
し
ろ
に
て

【
脇
段
】

さ
ら
に

御
車
の
あ
た
り
に
な
ま
く
ら
き
折
に
た
て

り
け
り
み
や
し
ろ
に
て

よ
ｈ
／
こ
ず
い
と
う
し
と
お
も
へ
ど
さ
ら
に

國画
．
Ｅ
…
御
く
る
ま
の
あ
た
り
に
な
ま
く

ら
き
お
り
に
た
て
り
け
り
み
や
し
ろ
に
て

さ
ら
に
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無
論
、
既
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
写
本
や
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
写
本
が
あ
る
や
も
し
れ
ず
、
安
易
な
推
論
は
慎
む
べ
き
で
は
あ
る
。
し
か

し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
未
見
の
本
文
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
倶
を
も
っ
て
分
析
を
停
止
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
よ
う
に
思
う
。
〈
披

見
し
え
た
諸
本
の
中
で
〉
と
い
う
条
件
下
で
の
作
業
で
は
あ
る
が
、
〈
黒
川
本
が
披
見
し
た
本
文
と
し
て
、
国
会
本
と
日
大
本
の
い
ず
れ
が
妥

当
か
〉
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
し
ば
ら
く
分
析
を
続
け
た
い
。
は
じ
め
に
、
国
会
本
と
日
大
本
そ
し
て
黒
川
本
の
相
違
点
を
表
示
す
る
。

国
会
本
と
日
大
本
の
二
本
で
あ
る
。

黒
川
本
に
は
剛
段
に
「
是
よ
り
下
巻
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
本
が
披
見
し
た
「
紗
』
の
巻
構
成
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
上
下
二
冊
本
で
、
伽
段
を
も
っ
て
下
巻
と
す
る
本
文
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
存
す
る
諸
本
中
、
条
件
を
み
た
す
の
は
、

五
注
記
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
（
一
）
黒
川
本
が
披
見
し
た
可
能
性
の
あ
る
「
紗
』
は
ど
の
本
か
（
二
）
黒
川
本
は
「
紗
』
の
注
記
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し

て
い
る
か
（
三
）
黒
川
本
の
独
自
注
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
三
点
か
ら
分
析
す
る
。

（
一
）
黒
川
本
が
披
見
し
た
可
能
性
の
あ
る
「
紗
」
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六十五黒川文庫蔵『大和物語紗」解題

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

国
会
本
に
は
螂
段
以
降
の
物
語
本
文
が
無
く
、
測
段
も
欠
落
。
脱
段
は
皿
段
の
注
記
の
上
欄
余
白
に
物
語
本
文
の
み
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
あ

る
が
、
本
行
と
は
別
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
日
大
本
は
、
全
段
に
わ
た
っ
て
物
語
本
文
を
掲
示
し
、
刈
段
と
脱
段
に
つ
い
て
も
「
師
本
に
な

く
諸
本
に
あ
る
二
段
」
と
し
て
、
葉
雪
が
下
巻
の
奥
に
物
語
本
文
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

日
大
本
が
優
勢
な
よ
う
だ
が
、
但
し
既
述
し
た
ご
と
く
、
黒
川
本
の
物
語
本
文
は
複
数
の
本
文
に
よ
る
校
訂
本
文
と
判
断
で
き
る
の
で
、
こ

の
点
を
も
っ
て
日
大
本
と
速
断
は
で
き
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
日
大
本
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
と
こ
ろ
の
潤
沢
な
異
文
表
示
が
、
黒
川
本
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
方
が
重
要

物
語
本
文

ポ
ヱ
コ
レ

ヅ
に
二
日

今
井
氏
説
に
よ
る
分
類

皿
段
の
処
理

勝
命
本
と
の
異
文
注
記

別
段
の
処
理

囿
・
回
・
間

章
段
ナ
シ

Ⅲ
段
の
上
欄
余
白
に
本
文
を

書
き
入
れ
る
（
本
行
と
別
筆
）

注
記
ナ
シ

十
<

ン′

B

国
会
本と

ほ
ぼ
同
じ

推
敲
を
施
し
た
も
の
か

※
奥
書
参
照

両
段
と
も
、
他
本
に
よ
り
本

文
を
巻
末
に
補
入
す
る
。
注

記
ナ
シ

Aア
叩
ノ

※
奥
書
に
も
明
示

日
大
本

両
段
と
も
、
注
記
を
付
し

て
本
文
を
当
該
箇
所
に
記

す分
散
表
記
、
抄
出

ナ
シ

A

黒
川
本
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①
妬
段
「
よ
し
お
も
へ
の
寄
」
の
注
記

介
す
る
。

日
大
本
の
異
文
表
示
は
、
葉
雪
奥
耆
に
い
う
と
こ
ろ
の
、
田
丸
西
位
所
持
勝
命
本
と
の
校
合
結
果
と
判
断
で
き
る
。
現
存
す
る
勝
命
本
と
比

較
す
る
に
、
校
異
の
指
摘
が
あ
る
部
分
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
（
但
し
校
異
の
指
摘
が
無
い
く
だ
り
で
も
、
日
大
本
と
勝
命

本
と
の
間
に
は
か
な
り
の
異
同
が
み
ら
れ
、
葉
雪
の
校
異
が
ど
こ
ま
で
厳
密
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
疑
問
で
は
あ
る
）
。

黒
川
本
に
は
勝
命
本
と
の
校
異
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
黒
川
本
が
校
異
に
全
く
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
時
折
、

版
本
と
の
異
同
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
勝
命
本
と
の
校
異
が
入
ら
な
か
っ
た
の
は
、
日
大
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
か
ら
と
推
測
す
る
方
が
妥
当
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
に
注
記
の
面
か
ら
み
て
い
こ
う
。
注
記
の
な
か
に
は
国
会
本
と
の
親
密
度
を
示
唆
す
る
事
例
が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
な
か
の
幾
つ
か
を
紹

よ
く
お
ほ
し
め
し
わ
け
よ
也
海
士
の
ひ

ろ
は
ぬ
う
つ
せ
貝
卑
下
に
し
て
や
さ
し
き

序
也
下
句
明
也

な
き
名
を
ま
こ
と
と
な
し
給
へ
と
也
う
つ

せ
貝
う
つ
せ
み
た
、
う
つ
く
し
き
事
を
い

ふ
と
あ
り
こ
れ
は
み
の
な
き
也

国
会
本

序
嵜
也

な
き
名
を
ま
こ
と
職
な
し
給
へ
と
也
う

つ
せ
み
う
つ
せ
貝
た
、
う
つ
く
し
き
を
も

云
之
こ
れ
は
み
の
な
き
也

日
大
本

奇
の
心
は
よ
く
お
ほ
し
め
し
わ
け
よ
也

海
士
の
ひ
ろ
は
ぬ
う
つ
せ
貝
は
卑
下
に
し

て
や
さ
し
き
序
也

な
き
名
を
ま
こ
と
、
な
し
給
へ
と
也
う

つ
せ
貝
う
つ
せ
み
た
、
う
つ
く
し
き
事
を

い
ふ
と
也
こ
れ
は
み
の
な
き
貝
の
事
也

黒
川
本
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③
踊
段 「

ま
ち
ま
ひ
て
」
は
「
ま
ち
わ
ひ
て
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
「
わ
（
王
）
」
の
く
ず
し
を
「
ま
」
と
見
誤
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
諸
本
中

「
ま
ち
ま
ひ
て
」
と
す
る
の
は
、
国
会
本
と
黒
川
本
の
み
。
日
大
本
・
高
橋
本
・
内
閣
本
は
「
ま
ち
わ
ひ
」
と
し
、
季
鷹
本
は
「
ま
ち
わ
ひ
て
」

と
す
る
。

②
筋
段
「
ま
ち
わ
ひ
」
の
注
記

傍
線
部
、
国
会
本
と
黒
川
本
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
が
、
日
大
本
は
欠
落
し
て
い
る
。
な
お
、
高
橋
本
・
内
閣
本
・
季
鷹
本
は
国
会
本
と
ほ

ぼ
共
通
し
て
い
る
。

｜
轌
鎚
毒
い
て
待
わ
た
り
て
也
立
ま
ひ

ヲ
ホ
キ
ミ

葛
城
王
橘
諸
兄
陸
奥
国
へ
下
り
給
ふ
時
国

の
守
お
ろ
そ
か
な
れ
は
け
し
き
冷
し
き
を

釆
女
土
器
と
り
て
銚
子
に
水
を
入
お
ほ
き

み
の
ひ
さ
を
た
画
き
此
寄
を
よ
み
て
な
た

め
け
る
と
也
万
葉
に
あ
り

二
浅
か
山
の
野
」
の
注
記

ヲ
ホ
キ
ミ

葛
城
王
橘
禰
兄
陸
奥
国
へ
下
り
給
ふ
時
国

の
守
を
ろ
そ
か
な
れ
は
け
し
き
冷
し
き
を

釆
女
土
器
と
り
て
銚
子
に
水
を
入
お
ほ
き

み
の
ひ
さ
を
た
、
き
此
寄
を
よ
み
て
な
た

め
け
る
と
也
万
葉
に
あ
り

ま
ち
わ
ひ
待
わ
た
り
て
也
立
ま
ひ
な

と
い
ふ
也

ヲ
ホ
キ
ミ

葛
城
王
橘
播
兄
奥
州
ノ
将
獺
ニ
テ
陸
奥
国
へ
下

り
給
ふ
時
国
の
守
お
ろ
そ
か
な
れ
は
け
し

き
冷
し
き
を
先
の
釆
女
土
器
と
り
て
銚
子

に
水
を
入
お
ほ
き
み
の
ひ
さ
を
た
、
き
此

寄
を
よ
み
て
な
た
め
け
る
と
有
也

待
ま
ひ
て
待
わ
た
り
て
也
立
ま
ひ
な

と
云
心
也
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④
脱
段
「
此
せ
う
と
の
兵
衛
督
」
の
項

傍
線
部
分
が
国
会
本
と
黒
川
本
に
の
み
あ
り
、
日
大
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
。
高
橋
本
・
内
閣
本
・
季
鷹
本
は
、
こ
こ
で
は
日
大
本
と
同
様

の
欠
落
を
み
せ
、
の
こ
る
本
文
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

古
寄
の
心
を
用
か
ゆ
る
事
多
し

嵜
の
母
と
云
事
有
口
伝

此
女
我
か
ほ
の
お
そ
ろ
し
け
に
成
を
し
ら

て
山
の
井
に
移
る
影
を
み
て
恥
か
し
と
思

ひ
男
里
に
出
て
帰
ら
ぬ
を
我
か
く
な
れ
は

す
て
勘
こ
ぬ
也
と
恨
て
古
き
牙
の
心
を
か

へ
て
捨
る
ほ
と
の
心
浅
さ
に
て
遠
く
さ
そ

ひ
く
る
か
と
い
へ
る
心
也

む
に
ま
さ
る
と
先
達
の
お
し
へ
也

か
な
ひ
た
る
古
寄
を
詠
す
る
は
新
奇
を
よ

又
折
に

此
女
我
か
ほ
の
お
そ
ろ
し
け
に
成
を
し
ら

て
山
の
井
に
移
る
影
を
み
て
は
す
か
し
と

思
ひ
男
里
に
出
て
帰
ら
ぬ
を
我
か
く
な
れ

は
す
て
、
こ
ぬ
な
り
と
恨
て
古
寄
の
心
を

か
へ
て
捨
る
ほ
と
の
浅
き
心
に
て
遠
く
さ

そ
ひ
く
る
か
と
い
へ
る
心
也

古
寄
の
心
を
用
か
ゆ
る
事
多
し

奇
の
母
と
云
事
有
口
伝

奇
の
心
は
此
女
我
顔
の
お
そ
る
し
け
に
な

る
を
し
ら
て
山
の
井
に
移
る
影
を
見
て
恥

か
し
と
お
も
ひ
男
里
に
出
て
帰
ら
ぬ
を
我

か
く
な
れ
は
捨
て
こ
ぬ
也
と
恨
て
古
き
奇

の
心
を
か
へ
て
捨
る
ほ
と
の
心
浅
さ
に
て

遠
く
さ
そ
ひ
く
る
か
と
い
へ
る
心
也

む
に
ま
さ
る
と
先
達
の
お
し
へ
也

ふ
れ
古
寄
を
し
ら
て
詠
す
る
は
新
寄
を
よ

又
折
に
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各
章
段
の
末
に
当
該
章
段
の
注
記
を
一
括
す
る
『
紗
」
の
書
式
は
、
長
い
章
段
に
な
る
と
物
語
本
文
と
注
記
と
が
完
全
に
分
離
し
て
し
ま
い

（
時
に
は
そ
の
隔
た
り
が
数
丁
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
る
）
、
両
者
を
同
時
に
見
比
べ
な
が
ら
読
み
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う
不
便
さ
が
残
る
。
こ
の

点
を
改
め
、
物
語
本
文
と
注
記
と
を
連
動
的
に
享
受
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
の
が
黒
川
本
で
あ
る
。
『
首
言
大
和
物
語
」
な
ど
を
踏
襲
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
「
紗
』
を
継
承
す
る
際
に
、
書
式
を
首
害
形
式
に
改
め
た
と
い
う
発
想
の
柔
軟
さ
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
問
題
と
し
て
、
黒
川
本
は
個
々
の
『
紗
』
注
を
一
体
ど
の
よ
う
に
置
き
換
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
首
害
形
式
の
利

点
を
う
ま
く
活
か
し
た
と
思
わ
れ
る
例
、
逆
に
混
乱
を
招
い
て
し
ま
っ
た
例
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
幾
つ
か
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
分
析
し

傍
線
部
分
が
国
会
本
と
黒
川
本
で
共
通
し
、
日
大
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
・
高
橋
本
・
内
閣
本
・
季
麿
本
は
国
会
本
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

以
上
四
例
は
、
日
大
本
に
な
く
国
会
本
に
あ
る
注
記
を
、
黒
川
本
が
継
承
し
た
例
で
あ
る
。
殊
に
②
③
の
例
は
、
『
紗
」
諸
本
中
、
国
会
本

と
黒
川
本
の
み
の
共
通
異
文
と
な
っ
て
い
る
。
黒
川
本
が
披
見
し
た
で
あ
ろ
う
『
紗
」
と
し
て
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
、
国
会
本
な
い
し
は

そ
れ
に
類
し
た
本
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

て
み
よ
う
／
。

（
二
）
黒
川
本
は
「
紗
」
の
注
記
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
る
か

参
議
伊
衡
也
承
平
七
年
任
左
兵
衛
督

私
伊
衡
ハ
敏
行
カ
子
也
敏
行
カ
ム
ス
メ
ノ
セ
ウ

ト
ノ
事
也

参
議
伊
衡
也
承
平
七
年
任
左
兵
衛
督

参
議
伊
衡
也
承
平
七
年
任
左
兵
衛
督

此
説
不
慥
敏
行
女
ナ
シ
私
云
伊
衡
ハ
敏

行
力
子
也
敏
行
力
む
す
め
の
せ
う
と
の
事
也
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と
記
し
、
更
に
頭
注
扱
い
で

に
つ
い
て
、
「
紗
』
（
以
後
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
「
紗
」
の
引
用
は
国
会
一

別
る
れ
と
の
歌
お
し
ま
れ
ぬ
身
な
れ
は
又
も
、
敷
を
み
さ
ら
ん
は

自
己
流
に
ま
と
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
㈲

一
例
二
初
段
の
な
か
の
伊
勢
の
歌

と
書
写
し
て
い
る
。

山
川
の
お
と
に
の
み
き
く
も
魁
し
き
を
身
を
は
や
な
か
ら
み
る
ょ
し
も
か
な

こ
れ
に
対
し
て
黒
川
本
は
、
和
歌
の
傍
注
と
し
て

を
し
ま
れ
ぬ
身
な
れ
ど
也
何
よ
り
か
な
し
き
と
也

と
も
あ
れ
、
注
意
し
た
い
の
は
、
黒
川
本
が
歌
の
解
釈
を
傍
注
に
、
出
典
を
頭
注
に
と
、
内
容
に
応
じ
て
先
行
注
を
分
割
書
写
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
か
か
る
方
式
は
、
人
物
に
つ
い
て
の
注
と
和
歌
に
つ
い
て
の
注
に
数
多
く
見
い
だ
せ
る
が
、
首
害
形
式
の
利
点
を
活
か
し
た
工
夫
と

い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

私
に
網
を
被
せ
た
部
分
が
両
者
に
共
通
す
る
部
分
で
あ
る
。
注
記
の
本
文
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
黒
川
本
が
「
紗
」
の
注
記
を

わ
か
る
れ
と
あ
ひ
も
を
し
ま
い
も
、
し
き
を
見
さ
ら
ん
こ
と
の
な
に
か
か
な
し
き

、
『
砂
一
（
以
後
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
一
「
紗
一
の
引
用
は
国
会
本
に
よ
る
）
で
は
次
の
よ
う
な
注
を
記
し
て
い
る
。

古
今
に
歌
め
し
け
る
時
た
て
ま
つ
る
と
て
読

古
今
に
寄
め
し
け
る
時
た

山
川
の
音
に
の
み
聞
百
し
き
を
身
を
は
や
な
か
ら
見
る
よ
し
も
哉

て
ま
つ
る
と
て
よ
み
て
お
ノ
、
に

て
お
く
に
か
き
つ
け
て
奉
り
け
る

書
付
奉
り
け
る

な
に
よ
り
か
な
し
き
と
也

伊
勢

と
い
へ
り

11句
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わ
た
つ
み
の
ふ
か
き
心
を
置
な
か
ら
う
ら
み
ら
れ
ぬ
る
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る

（
※
引
用
は
黒
川
本
。
但
し
「
副
」
「
躯
」
は
稿
者
）

こ
の
章
段
の
注
を
、
『
紗
」
で
は
ａ
～
ｆ
六
項
目
に
わ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
。

｛
例
二
一
団
・
躯
の
両
鯉

別
斎
院
よ
り
内
に

選
子
内
親
王
ハ
天
暦
（
。
帝
）
第
七
宮
也
此
物
語
に
志
賀
の
山
越
の
道
に
岩
江
と
い
ふ
所
に
家
つ
く
り

Ｃ
お
な
し
枝
を
の
吾
御
子
た
ち
多
き
中
に
わ
き
て
斎
院
に
を
き
給
へ
は
ひ
か
り
も
つ
ら
く
と
御
述
懐
也
秋
に
飽
の
心
あ
り

ｄ
御
返
し
花
の
色
を
の
御
寄
千
種
の
花
に
い
つ
れ
も
わ
か
す
を
く
霜
ハ
心
と
な
ら
す
秋
来
て
を
く
也
斎
院
に
ゐ
給
ふ
も
さ
た
ま
り
た

る
神
事
に
て
御
う
ら
に
よ
り
て
な
れ
は
み
か
と
の
御
心
と
な
ら
す
と
こ
と
は
り
給
ふ
也

（
マ
マ
）

ｅ
神
事
式
云
天
皇
即
位
者
定
二
賀
茂
大
神
斉
王
一
価
し
簡
内
親
王
未
し
嫁
者
卜
定
云
々

ｆ
わ
た
つ
み
の
牙
ふ
か
き
御
あ
わ
れ
ひ
な
か
ら
う
ら
み
ら
れ
給
ふ
と
也
此
斎
院
延
喜
廿
一
年
賀
茂
を
し
り
そ
き
大
納
言
清
蔭
の
室
と

ｂ
内
は
延
喜
帝
也
延
喜
斎
院
の
御
事
也
と
云
説
有
如
何
此
三
首
親
王
贈
答
の
御
寄
也

砲
こ
れ
も
内
（
。
の
）
御
ン
返
し

ａ
斎
院
は
認
子
親
謹
也

御
か
へ
し

な
り
給
ふ
也

お
な
じ
え
を
わ
き
て
し
も
を
く
秋
な
れ
ば
ひ
か
り
も
つ
ら
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

は
な
の
色
を
み
て
も
し
り
な
ん
初
霜
の
心
ゆ
き
て
は
を
か
じ
と
ぞ
お
も
ふ

躯
の
両
段
は
、
『
紗
」
で
は
「
第
四
十
一
段
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
。
短
い
章
段
な
の
で
物
語
本
文
全
文
を
記
し
て
お
こ
う
。
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と
し
る
す
。
「
紗
』
の
冒
頭
注
ａ
と
、
末
尾
注
ｆ
の
な
か
の
後
半
部
分
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
、
ひ
と
つ
の
頭
注
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
尤
も
、
一

行
目
と
二
行
Ⅱ
の
間
に
は
若
干
の
空
白
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
は
ａ
を
頭
注
と
し
、
そ
の
後
ｆ
に
い
た
っ
て
、
前
半
部
分
は
物
語
本

文
（
和
歌
）
の
傍
注
と
し
た
も
の
の
、
後
半
部
分
は
同
じ
詔
子
内
親
王
の
記
事
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
だ
け
を
再
び
頭
注
に
も
っ
て
き
た
の
だ

ろ
う
。
書
写
し
な
が
ら
編
集
意
識
を
働
か
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
ｂ
に
つ
い
て
。
黒
川
本
は
物
語
本
文
「
内
に
」
の
傍
注
に
「
延
喜
也
」
と
す
る
だ
け
で
、
傍
線
部
分
は
す
べ
て
割
愛
し
て
い
る
。
割
愛

さ
れ
た
こ
の
く
だ
り
、
国
会
本
は
「
家
つ
く
り
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
中
途
半
端
な
感
が
否
め
な
い
。
他
の
『
紗
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
あ
と

「
給
ふ
兵
部
卿
宮
は
第
三
の
み
こ
也
」
と
い
う
文
章
が
続
い
て
い
る
。
す
る
と
黒
川
本
は
、
中
途
で
途
切
れ
た
こ
の
注
に
重
き
を
置
か
な
か

っ
た
た
め
に
割
愛
し
た
も
の
か
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
紗
」
注
を
吟
味
し
、
取
捨
選
択
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
Ｃ
の
く
だ
り
。
黒
川
本
は
和
歌
の
傍
注
と
し
て

．
‐
’
１
１
１
‐
・
‐
！
…
１
１
‐
１
１
４
．
１
１
０
！
！
‐
！
！
‐
！
‐
！
‐
！
‐
（
マ
マ
連
か
）
・
‐
！
‐
！
‐
！
‐
！
‐
！
‐
！
‐
！
‐
・
‐
！
‐

奇
の
心
は
延
喜
へ
う
ち
な
け
き
て
御
子
立
も
あ
ま
た
あ
る
か
中
に
分
て
斎
院
に
置
た
ま
へ
は
天
子
を
ひ
か
り
に
た
と
へ
て
ひ
か
り
も

つ
ら
く
一
入
お
も
ほ
ゆ
る
と
御
述
懐
也
秋
に
飽
ノ
心
有
御
兄
弟
を
連
理
と
い
ふ
に
よ
り
て
お
な
し
え
と
お
け
り

と
記
し
て
い
る
。
「
紗
』
の
本
文
と
比
較
す
る
と
、
点
線
を
施
し
た
部
分
で
黒
川
本
は
か
な
り
筆
を
補
っ
て
お
り
、
先
行
注
の
意
を
汲
ん
で
自

分
の
言
葉
で
ま
と
め
直
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
最
後
の
「
御
兄
弟
を
…
」
の
く
だ
り
な
ど
は
自
注
の
追
加
と
み
た
方
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。

「
紗
』
諸
本
間
に
も
注
記
の
本
文
異
同
は
あ
り
、
こ
と
に
葉
雪
が
編
集
し
直
し
た
と
み
ら
れ
る
日
大
本
の
場
合
、
改
変
の
度
合
い
が
強
い
よ

（
※
ａ
～
ｆ
・
傍
線
・
網
掛
け
槁
者
。
以
下
同
様
）

か
か
る
「
紗
」
の
諸
注
を
黒
川
本
は
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
る
の
か
。
ま
ず
ａ
の
「
斎
院
」
に
つ
い
て
は
頭
注
に

斎
院
ハ
延
喜
ノ
皇
女
詔
子
内
親
王
也

此
斎
院
延
喜
廿
一

年
賀
茂
ヲ
し
り
そ
き
大
納
言
清
蔭
室
卜
成
給
也
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Ｃ
か
け
し
と
て
は
い
は
し
と
て
也
源
氏
は
菖
木
、
の
巻
に
も
み
き
と
な
い
ひ
そ
よ
し
今
は
み
き
と
な
か
け
そ
と
か
け
り
か
け
そ
は

い
ひ
そ
也
か
け
し
と
て
は
い
は
し
と
て
也
君
か
き
か
く
に
か
け
し
と
て
は
君
か
き
か
く
に
い
は
し
と
て
也
下
句
明
也

と
あ
る
。
国
会
本
で
は
歌
の
解
釈
を
施
し
た
ａ
と
類
歌
を
紹
介
し
た
ｂ
と
を
一
括
す
る
が
、
『
紗
』
の
諸
本
の
な
か
に
は
、
ａ
ｂ
Ｃ
を
そ
れ
ぞ

な
き
人
を
君
が
き
か
く
に
か
け
し
と
て
な
く
ノ
ー
し
の
ふ
ほ
と
な
う
ら
み
そ

と
あ
る
。
妻
と
し
こ
を
喪
っ
た
藤
原
干
兼
に
、
亡
妻
と
親
交
の
あ
っ
た
一
条
の
君
か
ら
の
弔
問
が
な
い
。
寂
し
く
思
っ
た
千
兼
が
一
条
の
君
の

従
者
に
歌
を
よ
み
、
こ
れ
は
そ
の
返
し
で
あ
る
。

〔
例
三
］
『
紗
」
の
書
式
で
は
、
注
記
は
い
く
ら
で
も
長
文
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
首
書
方
式
で
は
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
な
か
で

と
い
う
制
約
条
件
が
つ
い
て
く
る
。
こ
こ
で
採
り
上
げ
る
の
は
そ
う
し
た
問
題
か
ら
派
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
現
象
で
あ
る
。

う
で
あ
る
。
し
か
し
「
紗
』
の
注
記
を
組
み
替
え
、
取
捨
選
択
し
、
か
つ
自
ら
の
言
葉
で
ま
と
め
直
し
た
黒
川
本
の
改
変
は
、
そ
れ
以
上
に
自

在
な
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
「
紗
」
の
注
記
で
は

過
段
の
和
歌
に

ａ
な
き
人
の
奇
は
す
さ
の
女
一
条
か
な
を
さ
り
を
ち
ん
は
う
し
た
る
寄
也
上
の
句
聞
え
か
た
し
説
有
也
但
な
き
人
を
君
か
き
か
く
に

と
て
な
く
ノ
ー
し
の
ふ
ほ
と
を
な
う
ら
み
そ
と
こ
と
は
り
た
る
也
ｂ
震
か
き
か
く
に
は
此
物
語
の
か
つ
ら
の
み
こ
の
野
に
そ
れ
を

篭
．
嬢
蕊
識
蕊
蕊
ど
て
我
や
と
霞
み
蕊
造
蕊
蕊
ひ
篭
人
？
の
萱
か
ｆ
涯
三
溌
慰
識
人
の
き
か
く
に
は
人
の
き
尺
憾
篭
君
か
き
か
く
に

か
け
し
と
て
は
干
兼
か
な
き
人
の
事
を
ふ
か
く
な
け
く
は
一
条
の
君
と
ふ
ら
は
は
な
を
な
け
き
そ
へ
給
は
ん
ほ
と
に
と
ふ
ら
ひ
い
は
し

は
千
兼
か
き
く
に
也

－115－



蓋
し
こ
れ
は
、
余
白
が
少
生

め
、
ｂ
へ
と
進
ん
だ
が
、
や
哩

逆
転
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

／
ａ
干
兼
か
無
人
の
事
を
深
く
歎
き
居
る
を
一
条
の
君
と
ふ
ら
は
樹
猶
な
け
き
を
添
給
は
ん
程
に
／

と
む
ら
ひ
い
は
し
と
て
な
く
ノ
、
忍
ふ
ほ
と
を
う
ら
み
そ
と
こ
と
は
り
た
る
寄
也
Ｃ
か
け
じ
と
て
は
い
は
し
と
て
也
源
氏
母
木
、

の
巻
に
も
み
き
と
な
い
ひ
そ
を
よ
し
今
は
／

み
き
と
な
か
け
そ
と
か
け
る
也
／
（
※
／
改
行
）

「
な
き
人
を
」
の
歌
は
八
丁
表
、
片
面
十
一
行
の
な
か
の
九
行
目
と
十
行
目
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頭
注
も
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
付
近
に
記
さ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
問
題
は
、
余
白
が
幾
ば
く
も
残
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
頭
注
の
第
二
行
目
と
第
四
行
目
な
ど
は
、
物
語
本

文
の
行
間
余
白
に
ま
で
お
り
て
き
て
い
る
。

れ
別
項
目
に
処
理
し
た
本
も
あ
る
。

さ
て
こ
れ
を
『
紗
」
注
と
比
較
す
る
と
、
／
ａ
の
注
記
の
間
に
、
網
を
か
け
た
げ
の
注
記
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
が
解
る
。
頭
注
は
五
行
。
そ

の
行
間
に
不
自
然
な
空
白
は
無
く
、
筆
跡
・
墨
色
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
と
か
ら
げ
の
一
行
を
挿
入
し
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。

蓋
し
こ
れ
は
、
余
白
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
初
は
ａ
か
ら
の
引
用
を
「
一
条
か
な
を
ざ
り
を
ち
ん
ほ
う
し
た
る
寄
也
」
だ
け
に
と
ど

め
、
ｂ
へ
と
進
ん
だ
が
、
や
は
り
歌
意
を
記
し
た
ａ
の
後
半
部
分
も
残
し
て
置
い
た
方
が
良
い
と
判
断
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
、
掲
出
順
序
の

黒
川
本
に
か
か
る
逆
転
現
象
は
珍
し
く
は
な
い
。
な
か
に
は
、
後
か
ら
書
き
入
れ
た
た
め
に
注
記
の
前
後
が
逆
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の

6a'

人従寄
の者の

愁
師･を

方
黒
川
本
は
、
『
紗
」
の
中
の
傍
線
部
分
を
継
承
し
た
よ
う
で
、

〃
ａ
奇
の
心
は
一
条
か
な
を
ざ
り
を
ち
ん
ほ
う
し
た
る
寄
也
／

け
従
者
一
君
か
き
か
く
に
は
此
物
語
の
桂
の
御
子
の
寄
に
そ
れ

を
）
だ
に
お
も
ふ
事
と
て
我
宿
を
み
き
と
な
い
ひ
そ
人
の
き
か
く
に
と
有
一
も

頭
注
扱
い
で
、
次
の
よ
う
に
引
用
書
写
し
た
。

11戸
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六十五黒川文庫蔵「大和物語紗』解題

こ
れ
に
対
し
て
黒
川
本
は
、
ま
ず
本
行
和
歌
の
右
傍
に
、

奇
の
心
或
説
二
云
老
た
る
馬
そ
道
し
る
へ
な
る
の
心
に
は
あ
ら
す
た
、
中
絶
し
て
又
き
た
る
を

か
つ
恥
た
り
道
も
見
え
ね
と
夕
の
道
に
仁
道
を
添
た
り
と
云
々
此
説
い
か
堂
不
用

と
記
し
、
和
歌
に
後
続
す
る
地
の
文
「
女
返
し
」
の
下
に

ニ
ト
ョ
キ
ヒ
｜
プ
ミ
コ
ノ
キ
ラ
ノ
、
シ
キ
ヲ
タ
ア
ハ
レ
ヒ
ア
カ
メ
｜
ア
ヲ
ホ
ス
マ
タ
カ
ヘ
リ
ヒ
タ
サ
ン
ト

テ
コ
ト
ハ
リ
ニ
ス
ョ
カ
｜
フ
ト

日
本
紀
豊
玉
姫
聞
二
其
児
端
正
一
心
甚
憐
重
欲
二
復
帰
養
一
於
レ
義
不
し
可
云
々
此
説
も
い
か
塗

と
記
し
た
。
網
掛
け
部
分
以
外
は
、
ほ
ぼ
忠
実
に
書
写
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
い
う
注
記
を
施
し
て
い
る
。

も
多
数
あ
る
の
だ
が
、
本
例
は
余
白
と
の
兼
ね
合
い
で
「
紗
」
の
注
記
を
選
別
書
写
し
て
い
っ
た
書
写
者
の
、
逵
巡
を
物
語
る
例
と
し
て
紹
介

し
た
。

例
ほ
ど
挙
げ
て
み
よ
う
。

｛
例
四
一
例
え
ば
髄
段
の

夕
さ
れ
は
み
ち
も
見
え
ね
ど
ふ
る
さ
と
は
も
と
き
し
駒
に
ま
か
せ
て
ぞ
ゆ
く

の
注
記
も
そ
の
ひ
と
つ
。
「
紗
」
で
は
こ
の
和
歌
に

夕
さ
れ
は
の
牙
老
た
る
馬
そ
道
し
る
へ
な
る
の
心
に
は
あ
ら
す
た
、
中
絶
し
て
又
き
た
る
を

か
つ
は
ち
た
り
道
も
見
え
ね
と
夕
の
道
に
仁
道
を
添
た
り

ニ
ト
ョ

キ
ヒ
テ
ミ
コ
ノ
キ
ラ
ノ
ｒ
、
シ
キ
ヲ
タ
ア
ハ
レ
ヒ
ア
カ
メ
テ
ヲ
ホ
ス
マ
タ
カ
ヘ
リ
ヒ
タ
サ
ン
ト

テ
コ
ト
ハ
リ
ニ
ス
ョ
カ
ラ
ト

日
本
紀
豊
玉
姫
聞
二
其
児
端
正
一
心
甚
憐
重
欲
二
復
帰
養
一
於
膿
義
不
し
可
云
々

以
上
は
書
写
過
程
に
お
け
る
継
承
態
度
で
あ
っ
た
が
、
書
写
成
立
後
も
こ
れ
を
再
吟
味
し
、
改
変
を
加
え
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
二

例
え
ば
髄
段
の
和
歌
、
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〔
例
五
一
他
文
献
か
ら
の
記
述
も
詳
細
に
記
し
、
そ
れ
を
も
と
に
「
紗
』
注
を
訂
正
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
的
段
の
冒
頭
「
忠
文
が
み

ち
の
く
に
の
将
軍
に
な
り
て
」
の
く
だ
り
、
「
紗
」
で
は
次
の
ａ
ｂ
二
つ
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

問
題
は
そ
の
網
掛
け
部
分
。
筆
跡
は
同
じ
だ
が
、
「
此
説
い
か
猶
不
用
」
「
此
説
も
い
か
、
」
と
、
自
ら
が
書
写
し
た
『
紗
」
注
に
対
し
て
疑

問
を
提
示
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
和
歌
の
左
傍
に
は

老
た
る
馬
そ
道
し
る
へ
な
る
の
心
也

と
、
「
紗
」
が
否
定
し
た
解
釈
の
方
を
と
り
あ
げ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
書
き
加
え
て
い
る
。
こ
の
追
加
は
他
の
「
紗
」
に
は
全
く
み
ら
れ
ず
、

黒
川
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
黒
川
本
が
、
た
だ
や
み
く
も
に
『
紗
」
注
を
転
写
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
引
用
し
た
『
紗
』
注
を

再
吟
味
し
、
自
説
を
加
え
て
い
た
こ
と
の
証
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
よ
う
。

て
下
り
シ
時
な
り
平
将
門
叛
乱
之
時
任
二
征
夷
大
将
軍
一
云
々
勘
物
ノ
説
歎
鎮
守
府
沙
汰
系
図
等
二
な
し

と
記
す
。
傍
線
を
施
し
た
部
分
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
「
紗
』
注
ａ
ｂ
を
全
て
引
用
し
、
か
つ
最
後
の
網
を
か
け
た
部
分
を
新
し
く
補
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
な
お
／
ａ
の
「
征
戻
大
将
軍
」
の
く
だ
り
、
「
夷
」
の
部
分
を
擦
消
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

と
こ
ろ
が
黒
川
本
の
注
記
は
こ
れ
だ
け
で
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
『
紗
』
注
書
写
後
の
見
直
し
の
時
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う

が
、
同
じ
書
写
者
が
、
今
度
は
物
語
本
文
「
忠
文
が
み
ち
の
く
に
の
将
軍
に
な
り
て
」
の
傍
注
と
し
て
、
次
の
ｃ
ｄ
ｅ
を
加
え
て
い
る
。

ｂ
み
ち
の
く
に
の
将
軍
鎮
守
将
軍

こ
れ
に
対
し
て
黒
川
本
は
、
ま
ず
頭
注
に

／
ａ
忠
文
参
議
修
理
大
夫
天
慶
三
年
正
月
廿
九
日
右
衛
門
督
征
塵
大
将
軍
５
陸
奥
の
将
軍
ハ
鎮
守
将
軍
也
征
夷
以
前
鎮
守
将
軍
二

ａ
忠
文
参
議
修
理
大
夫
天
慶
三
年
正
月
廿
九
日
右
衛
門
督
征
夷
大
将
軍

鎮
守
将
軍
也
征
夷
以
前
鎮
守
将
軍
に
て
下
り
し
時
也
平
将
門
か
叛
乱
之
時
任
征
夷
大
将
軍
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、
ン
ケ

Ｃ
忠
文
ハ
藤
原
枝
良
子
宇
合
ノ
流
也
参
議
修
理
太
夫
忠
文
卜
云
々
天
慶
三
年
正
月
廿
九
日
右
衛
門
督
征
東
大
将
軍

ｄ
天
暦
元
年
六
月
廿
六
日
莞
年
七
十
五

ｅ
職
原
二
日
平
将
門
叛
乱
ノ
時
参
議
右
衛
門
督
藤
原
忠
文
朝
臣
任
二
証
東
大
将
軍
－
－
ァ
，

網
を
か
け
た
部
分
は
、
「
紗
』
注
か
ら
は
得
ら
れ
ず
、
ｅ
は
『
職
原
抄
』
、
Ｃ
ｄ
は
『
尊
卑
分
脈
」
（
就
中
、
同
書
に
は
「
征
夷
大
将
軍
或
号

征
東
大
将
軍
也
」
と
も
あ
る
）
を
参
照
す
れ
ば
抽
出
可
能
で
あ
る
。
頭
注
／
ａ
の
文
末
に
「
鎮
守
府
沙
汰
系
図
等
二
な
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
書
写
者
は
「
系
図
」
等
、
『
紗
」
以
外
の
文
献
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
結
局
鎮
守
府
の
問
題
は
解
決
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
新
た
に
得
ら
れ
た
情
報
も
あ
っ
た
の
で
、
重
複
を
厭
わ
ず
そ
の
ま
ま
書
き
加
え
た
、
Ｃ
ｄ
ｅ
は
そ
の
産
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。
更
に
い

う
な
ら
ば
、
「
紗
」
注
を
引
用
し
た
頭
注
〃
ａ
で
「
征
夷
大
将
軍
」
の
「
夷
」
が
擦
り
消
さ
れ
て
い
る
の
は
、
自
ら
が
調
べ
た
資
料
に
は
「
東
」

と
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
倣
お
う
と
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
Ｃ
は
物
語
本
文
の
す
ぐ
右
に
、
ｅ
は
更
に
そ
の
右
脇
に
、
ｄ
は
Ｃ
ｅ
の
下
方
余
白
に
記
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
頭
注
と
類
似
し
た
内

容
の
注
記
が
物
語
本
文
中
に
も
集
中
す
る
こ
と
に
な
り
、
紙
面
は
煩
鎖
を
極
め
た
。
本
来
な
ら
ば
こ
れ
ら
の
注
を
整
理
し
て
、
一
つ
に
ま
と
め

て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
黒
川
本
は
稿
本
の
段
階
で
と
ど
ま
り
、
清
書
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
、
黒
川
本
が
『
紗
」
の
注
記
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
幾
つ
か
の
例
を
分
析
し
て
み
た
。

ら
、
首
書
形
式
へ
の
移
行
と
い
う
条
件
を
背
負
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
「
紗
」
を
書
写
す
る
際
に
は

①
ひ
と
つ
の
注
を
分
割
し
て
配
置
す
る

②
異
な
っ
た
注
を
一
括
し
て
記
す

③
採
用
し
な
か
っ
た
注
が
あ
る

書
写
の
当
初
か
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④
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
直
し
て
書
写
す
る

な
ど
、
常
に
編
集
意
識
を
働
か
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
も
彼
は

⑤
書
写
し
た
『
紗
」
注
を
再
吟
味
し
、
評
価
や
自
説
を
加
え
る

⑥
他
文
献
を
利
用
し
、
『
紗
』
注
へ
の
訂
正
を
試
み
る

な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
黒
川
本
が
「
紗
』
の
一
写
本
と
し
て
の
性
格
か
ら
次
第
に
遊
離
し
は
じ
め
、
施
注
者
自
身
の
研
究

ノ
ー
ト
へ
と
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
施
注
者
は
書
写
し
た
『
紗
」
注
を
見
直
し
た
際
、
墨
筆
を
朱
筆
に
換
え
た
時
も
あ
っ
た
。
ま
た
⑤
⑥
の
中
に
は
、
こ
の
施
注
者

以
外
の
筆
も
あ
る
。
か
く
し
て
黒
川
本
は
、
同
一
施
注
者
に
よ
る
数
次
の
書
き
入
れ
段
階
と
複
数
者
に
よ
る
加
筆
の
段
階
と
を
経
て
、
い
よ
い

よ
膨
張
し
は
じ
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
例
二
独
自
注
で
ま
ず
報
告
す
べ

章
段
な
の
で
、
全
文
を
紹
介
す
る
。

こ
こ
で
い
う
「
独
自
注
」
と
は
、
「
紗
」
諸
本
間
に
お
い
て
黒
川
本
に
の
み
見
ら
れ
る
注
記
を
指
す
。
そ
の
う
ち
の
幾
つ
か
は
既
に
（
二
）

で
も
触
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
論
じ
た
い
。

（
三
）
黒
川
本
の
独
自
注
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

へ
き
は
、
「
紗
」
諸
本
に
欠
落
し
て
い
る
測
段
と
皿
段
に
置
か
れ
た
注
記
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
短
い
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独
自
注
は
ａ
～
ｄ
の
四
例
だ
が
、
Ｃ
ｄ
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
な
の
で
、
実
質
的
に
は
三
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
ｄ
は
他
と
は
筆
跡
が
異

な
る
よ
う
で
あ
る
。
黒
川
本
は
こ
の
三
つ
を
ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た
の
か
。
こ
れ
と
重
な
る
注
記
が
他
の
注
釈
書
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
ａ
に
つ
い
て
。
か
つ
て
今
井
氏
が
、
大
和
物
語
の
諸
注
釈
書
の
な
か
で
も
稀
有
と
評
し
た
ご
と
く
、
並
び
の
指
摘
は
『
紗
」
独
自
の
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
「
紗
」
に
本
殿
が
欠
落
し
て
い
る
以
上
、
並
び
の
指
摘
が
な
い
の
も
当
然
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
黒
川
本
の
施
注
者

が
自
ら
の
判
断
に
よ
っ
て
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
紗
」
で
は
並
び
の
定
義
に
つ
い
て
「
段
の
な
ら
ぴ
た
て
よ
こ
の
心
は
本
殿
の
次
の
事
あ

る
は
竪
也
本
殿
の
事
よ
り
さ
き
あ
り
し
事
を
次
に
有
は
横
也
竪
横
交
た
る
は
何
も
竪
に
成
と
云
々
」
（
吃
段
）
と
解
説
し
て
い
た
。
「
紗
」

の
解
説
を
よ
み
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
個
々
の
並
び
を
学
習
し
て
き
た
彼
な
ら
ば
、
「
お
な
じ
中
納
言
」
で
始
ま
る
本
殿
を
「
並
」
と
認
定
す
る

の
は
、
さ
し
て
困
難
な
わ
ざ
で
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

残
る
二
つ
の
注
は
ど
う
だ
ろ
う
。
黒
川
本
が
時
折
用
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
大
和
物
語
の
注
釈
書
に
『
拾
穂
抄
」
と
『
首
書
」
が
あ
る
の
だ

黒
川
本
第
測
段

ｆ後
撰
訶
耆
ニ
ハ
前
栽
に
紅
梅
を
う
へ
て

又
の
年
ひ
ら
き
け
れ
は
と
ア
リ

ａ
並

ｂ
中
納
言
の
家
也

州
Ｉ
お
な
し
中
納
言
か
の
殿
の
し
ん
せ
で
ん
の
ま
へ
に
す
こ
し

と
を
く
た
て
り
け
る
桜
を
ち
か
く
ほ
り
う
へ
給
け
る
が

か
れ
ざ
ま
に
み
え
け
れ
は

ｄ

宿
ち
か
く
う
つ
し
て
う
へ
し
か
ひ
も
な
く

後
撰
ニ
ハ

紅
梅
を
う
へ
し
に
ま
ち
ど
を
に
の
み
見
ゆ
る
は
な
か
な

ま
た
の
年
ひ
ら
き
け
れ
は

と
よ
み
給
け
る
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Ｃ
ｄ
で
は
傍
線
を
施
し
た
後
撰
集
訶
耆
の
引
用
な
ど
で
、
黒
川
本
は
こ
の
向
書
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
両
書
の
注
の
眼
目
は
、

「
枯
さ
ま
な
る
を
遅
き
や
う
に
よ
み
な
」
す
と
い
う
点
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
点
を
欠
い
た
黒
川
本
の
注
記
は
い
か
に
も
中
途
半
端
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、
ｂ
は
ご
く
簡
単
主

は
「
兼
輔
」
と
い
う
個
人
名
を
比
定
し
一

解
で
き
る
よ
う
な
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。

が
、
次
表
に
示
す
ご
と
く
ｂ
と
Ｃ
ｄ
の
二
例
は
、
こ
れ
ら
と
一
部
重
な
る
よ
う
で
あ
る
。

bＣ
制
．

ま
ち
ど
を
に
と
は
宿
ち
か
く
と
い
ふ
に
對
し
て
也
枯
さ

ま
な
る
を
か
く
遅
き
や
う
に
讃
な
し
給
ふ
優
な
る
に
や

後
撰
集
に
前
栽
に
紅
梅
を
う
へ
て
又
の
と
し
を
そ
く
ひ
ら
き

け
れ
は
と
此
寄
の
言
言
に
侍

兼
輔
の
御
寝
あ
り
所
也

も
の
の
、
ｂ
は
ご
く
簡
単
な
注
な
の
で
、

と
い
う
個
人
名
を
比
定
し
て
い
る
点
で
、

拾
穂
抄

先
行
注
の
存
在
を
云
々
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
『
拾
穂
抄
」
『
首
書
」
の
場
合
に

そ
れ
な
り
の
意
味
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
黒
川
本
の
場
合
は
文
脈
を
追
え
ば
誰
に
で
も
理

（
傍
）
後
撰
宿
近
に
對
た
る
訶
也
枯
さ
ま
な
る
を
遅
き

や
う
に
よ
み
な
し
給
ふ
優
な
る
に
や

（
首
）
後
撰
ノ
訶
耆
二
前
栽
に
紅
梅
を
う
へ
て
又
の
年
を
そ

く
ひ
ら
き
け
れ
ば
と
あ
り

（
傍
）
兼
輔
ノ
御
寝
所
也
首

害
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102

段独
自
注
は
ａ
～
ｄ
の
四
例
。
う
ち
ｄ
は
朱
筆
で
あ
る
。
本
段
、
「
拾
穂
抄
」
『
首
耆
」
で
は
次
の
よ
う
な
注
を
記
し
て
い
る
。

b

ゆ
く
人
は
奥
義
抄
に
問
云
そ
の
か
み
と
は
過
に
し
か
た
を

い
ふ
也
文
字
に
も
當
初
と
か
け
る
に

さ
か
ゐ
の
人
真
が
や
ま
ひ
大
事
に
て
山
里
へ
ゆ
く
時
の
吾

に
云
ゆ
く
人
は
そ
の
か
み
こ
ん
と
よ
め
る
心
は
い
か
に

答
云
そ
の
か
み
は
當
時
と
も
か
け
り
そ
の
折
と
い
ふ
こ
と

な
り
さ
れ
は
過
に
し
か
た
を
も
い
ま
ゆ
く
さ
き
を
も
い
は

酒
井
人
真
古
今
作
者
左
中
吏
河
内
国
人
云
為

拾
穂
抄

ａ
酒
井
人
真
ノ
系
圖
不
慥

矧
Ｉ
土
佐
守
に
あ
り
け
る
さ
か
ゐ
の
ひ
と
ざ
ね
と
い
ひ
け
る
人
や
ま
ひ

ｂ
京
ノ
家
ヨ
リ
鳥
羽
ノ
家
へ
也

し
て
よ
は
く
な
り
て
と
ぱ
な
り
け
る
家
に
行
と
て
請
け
る

ソ
ノ
カ
草
ミ

Ｃ
當
時
髪
ニ
テ
其
侭
ノ
心
也

ゆ
く
人
は
そ
の
か
み
こ
ん
と
い
ふ
も
の
を

ｄ
誰
モ
家
ヲ
出
テ
行
人
ハ
帰
テ
来
ん
卜
云
モ
ノ
ヲ
也

心
ほ
そ
し
や
け
ふ
の
わ
か
れ
は

（
首
）
奥
義
抄
云
当
初
と
害
ハ
過
に
し
か
た
也
当
時
と

書
ハ
そ
の
折
と
云
事
也
両
や
う
に
用
る
也
大
和
物
語
二

生
田
川
に
身
な
け
し
女
の
訶
二
そ
の
か
ミ
親
い
ミ
し
う
さ
ハ

き
て
と
あ
り
当
時
の
事
也
此
類
お
ほ
し
云
々

（
首
）
酒
井
人
真
古
今
作
者
左
中
吏
河
内
国
人

首

書
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黒
川
本
の
ａ
注
は
、
酒
井
人
真
と
い
う
人
名
漢
字
こ
そ
一
致
す
る
も
の
の
、
「
河
内
国
人
云
々
」
と
い
っ
た
情
報
を
欠
き
、
代
わ
り
に
「
系

図
不
慥
」
と
い
う
自
ら
の
調
査
結
果
を
述
べ
て
い
る
。

ｂ
は
文
脈
を
読
め
ば
誰
に
で
も
わ
か
る
簡
単
な
注
で
あ
る
。
Ｃ
ｄ
は
「
当
時
」
に
「
ソ
ノ
カ
ミ
」
と
い
う
読
み
仮
名
を
そ
え
た
点
な
ど
、

「
拾
穂
抄
』
等
を
披
見
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
朱
筆
で
記
さ
れ
た
ｄ
は
傍
線
を
引
い
た
部
分
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

以
上
み
て
き
た
ご
と
く
、
『
紗
」
の
欠
落
章
段
に
対
す
る
黒
川
本
の
加
注
は
、
先
行
注
を
参
照
し
た
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
は
い

る
が
、
多
く
は
施
注
者
自
ら
が
理
解
し
え
た
と
こ
ろ
を
書
き
添
え
た
と
い
っ
た
感
の
強
い
、
ご
く
簡
単
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
例
三
と
は
い
う
も
の
の
、
総
体
的
に
見
れ
ば
、
黒
川
本
の
独
自
注
は
種
々
の
情
報
源
を
利
用
し
た
、
多
彩
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
試

み
に
、
独
自
注
と
判
定
し
え
た
注
記
の
な
か
か
ら
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
引
用
書
名
な
い
し
は
書
名
相
当
語
の
幾
つ
か
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

①
和
歌
関
係
…
袋
双
紙
・
歌
林
良
材
・
古
今
・
後
撰
・
新
古
今
・
新
勅
撰
・
古
六
帖
（
古
今
六
帖
か
）
千
載
・
新
千
載
・
続
後
撰
・
詞
花

Ｃ
、
．

ん
に
と
が
な
し
大
和
物
語
に
い
く
た
の
う
み
に
身
な
け
た

る
女
の
こ
と
は
に
も
そ
の
か
み
お
や
い
み
し
う
さ
は
き
て
と

あ
り
當
時
の
事
と
き
こ
ゆ
是
な
ら
す
あ
ま
た
侍
と
云
々

此
物
語
に
て
は
お
し
な
へ
て
當
時
の
心
也

此
う
た
の
心
は
よ
の
つ
れ
出
行
す
る
人
は
や
か
て
其
時
か
へ

り
こ
ん
な
と
い
ふ
を
此
た
ひ
は
か
き
り
と
思
へ
は
心
ほ
そ
し

と
也

（
傍
）
当
時
也
物
語
ハ
を
し
な
へ
て
当
時
の
心
也

（
傍
）
常
に
出
行
す
る
人
ハ
や
か
て
其
時
か
へ
り
こ
ん
と
い

ふ
を
此
度
ハ
限
り
と
思
へ
は
心
ほ
そ
し
と
也
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集
・
続
古
今
・
拾
遺
・
新
六
帖
・
新
拾
遺
・
新
続
古
今
・
八
代
集
作
者
系
図
・
万
葉
・
袖
中
抄

（
マ
マ
）

②
日
記
・
物
語
関
係
…
大
鏡
・
明
星
抄
・
水
原
・
紫
糸
抄
（
紫
明
抄
か
）
・
判
の
紗
（
拾
穗
抄
版
本
か
）
源
氏
抄
・
世
継
物
語
・
源
氏
夕
か

ほ
の
巻
・
士
左
日
記
・
枕
草
紙

③
そ
の
他
…
神
皇
正
統
記
・
善
隣
国
宝
・
日
本
耆
紀
・
拾
介
（
拾
外
抄
か
）
・
系
図
・
大
系
図
・
耆
本
系
図
・
判
の
系
・
禁
秘
抄
・
職
原
・

事
物
紀
原
・
勘
物
・
師
傳
ノ
勘
物
・
唐
令
・
和
名
（
和
名
類
聚
抄
か
）
・
元
亨
釈
書
・
漢
書
・
准
南
子
・
毛
子
弘
安
国
注
・
顔

氏
（
顔
氏
家
訓
か
）
・
詩
経
・
楊
氏
漢
語
抄
・
説
文
（
説
文
解
字
か
）
・
韓
愈
詩
・
列
子
・
纂
疏
（
日
本
書
紀
纂
疏
か
）
・
公

事
根
源
・
縁
起
（
長
谷
寺
縁
起
か
）
・
蒙
求

独
自
注
に
多
い
の
は
、
和
歌
・
人
物
・
有
職
故
実
・
漢
語
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
列
挙
し
た
引
用
書
名
の
一
覧
で
も
傾
向

は
よ
く
似
て
い
る
。
①
～
③
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
示
そ
う
。

例
え
ば
③
の
「
蒙
求
」
。
脇
段
の
物
語
本
文
「
ち
の
涙
に
て
な
ん
有
け
る
」
の
く
だ
り
で
、
黒
川
本
は
頭
注
に

（
マ
マ
下
｝

テ
ヲ

コ
ド
‐

、
ン
テ

ス
ヲ

蒙
求
云
弁
和
乃
抱
二
其
漢
一
而
突
二
於
楚
山
之
下
一
三
日
三
夜
泣
壼
而
継
之
以
レ
血

と
記
す
。
「
紗
』
で
は
単
に
「
血
の
涙
紅
涙
」
と
だ
け
あ
り
、
ま
た
『
拾
穂
抄
」
に
は
「
奥
義
抄
に
下
和
が
玉
に
な
き
し
事
周
奥
か
妻
恋

て
血
涙
川
と
な
り
い
づ
る
事
な
と
ひ
き
給
へ
り
…
」
と
言
及
す
る
だ
け
で
、
「
蒙
求
」
本
文
の
引
用
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
黒
川
本
は
自
ら

『
蒙
求
』
を
引
い
て
用
例
を
加
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

②
の
「
明
星
抄
・
水
原
・
紫
糸
」
の
用
例
は
、
蝿
段
の
物
語
本
文
「
き
り
か
け
を
な
む
」
の
頭
注
に

蔀

（
マ
マ
際
）

き
り
か
け
明
星
抄
に
云
た
て
壱
部
と
て
今
も
大
裏
の
床
子
床
の
前
な
と
に
有
か
り
そ
め
に
し
た
る
し
と
ミ
な
と
の
や
う
な
る
も
の

（
マ
マ
陣
）

・
ト
コ
ロ

也
ト
云
々
水
原
云
大
嘗
會
ノ
時
多
用
し
之
陳
座
ノ
前
二
立
ル
物
也
卜
云
々
紫
糸
抄
云
壁
な
と
に
す
へ
き
前
を
板
に
て
か
り
そ
め

ヲ
ホ
ヒ

に
が
ん
ぎ
な
と
の
や
う
に
板
に
て
し
た
る
物
也
た
、
さ
し
入
内
を
見
せ
し
か
た
め
板
ヲ
し
と
ミ
て
き
り
か
け
を
し
た
る
も
の
也
卜
云
々
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と
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
紗
」
が
「
さ
し
入
に
内
を
み
せ
じ
た
め
板
を
し
と
み
て
き
り
か
け
お
ほ
ひ
し
た
る
物
也
源
氏
夕
顔
巻
に
き
り
か
け
だ

つ
も
の
と
か
け
り
む
か
し
は
秘
事
と
す
る
也
」
、
「
拾
穂
抄
』
が
「
夕
が
ほ
の
ま
き
に
き
り
か
け
だ
つ
も
の
と
あ
り
板
を
め
ん
ど
り
ば
に
し

て
ふ
ち
を
し
て
惜
の
や
う
に
せ
し
も
の
と
也
」
と
あ
る
の
で
、
全
く
別
の
情
報
源
か
ら
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

但
し
源
氏
の
注
釈
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
こ
の
場
合
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
例
え
ば
「
明
星
抄

に
云
」
の
く
だ
り
は
、
同
抄
に
も
そ
う
し
た
記
事
が
出
て
い
る
の
で
よ
い
と
し
て
、
問
題
は
そ
の
あ
と
で
あ
る
。
黒
川
本
は
既
に
逸
文
と
な
っ

て
い
る
「
水
原
抄
」
を
引
く
が
、
こ
の
注
記
と
重
な
り
、
か
つ
「
水
原
」
と
い
う
書
名
ま
で
記
す
の
は
『
仙
源
抄
』
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

昔
は
秘
事
也
不
入
事
也
吋

が
、
そ
の
前
半
部
分
に
似
て
は
い
る
。

従
来
「
き
り
か
け
」
は
秘
事
の
ひ
帷

て
も
、
「
床
子
座
」
を
「
床
子
床
」
、
一

頭
注
は
書
承
で
は
な
く
、
聞
書
で
あ
く

①
の
「
古
六
帖
」
は
３
段
の
和
歌

用
之
陣
座
の
ま
へ
に
つ
ね
に
た
つ
る
物
也

ま
た
「
紫
糸
抄
云
」
の
く
だ
り
、
こ
れ
が
『
紫
明
抄
』
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
同
抄
に
か
か
る
記
述
は
見
つ
か
ら
な
い
。
類
似
の
注
記
を
強
い
て

あ
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
「
統
源
語
類
字
紗
」
の

（
※
太
字
部
分
、
原
本
朱
筆
）

「
水
原
抄
」
を
引
く
が
、
こ
の
注
記
と
重
な
り
、
か
つ
「
水
原
」
と
い
う
書
名
ま
で
記
す
の
は
『
仙
源
抄
」
の
次
の

紫
明
管
三
品
公
良
云
此
事
我
な
れ
て
し
る
人
な
し
云
々
水
原
あ
な
か
ち
秘
事
に
あ
ら
す
し
と
み
や
と
い
ふ
物
也

か
た
か
げ
の
舟
に
や
の
れ
る
し
ら
な
み
の
さ
は
ぐ
と
き
の
み
お
も
ひ
い
つ
る
き
み

不
入
事
也
壁
に
せ
ん
所
を
板
に
て
か
ん
き
に
し
た
る
所
を
云
也

は
秘
事
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
き
た
の
で
、
管
見
に
入
ら
な
い
秘
説
が
存
在
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
床
子
床
」
、
「
陣
座
」
を
「
陳
座
」
、
「
紫
明
抄
」
を
「
紫
糸
抄
」
と
誤
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
み
る
に
、

、
聞
書
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

大
嘗
會
之
時
多

そ
れ
に
し

黒
川
本
の
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ｂ
古
六
帖
汐
瀬
漕
か
た
か
け
小
舟
な
か
ほ
と
も
い
た
く
な
侘
び
そ
梶
と
り
行
か
ん

此
寄
に
て
思
合
す
れ
は
片
か
け
は
片
帆
に
か
け
た
る
舟
也
な
る
へ
し
然
者
け
の
字
渭
て
可
然
也

ａ
で
は
「
片
帆
か
け
て
行
舟
」
の
義
で
あ
る
と
異
説
を
た
て
て
い
る
。
『
紗
」
注
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
「
又
の
義

潟
陰
也
」
以
降
で
は
「
汀
の
舟
」
説
を
紹
介
し
て
は
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
記
述
内
容
は
「
紗
」
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。

続
く
ｂ
は
ａ
と
は
筆
が
異
な
る
よ
う
だ
が
、
「
片
帆
か
け
て
行
舟
」
の
義
と
す
る
点
で
は
同
様
。
新
た
に
、
「
古
今
六
帖
』
か
ら
の
証
歌
を
見

つ
け
だ
し
、
ま
た
潟
陰
の
時
は
「
か
た
か
げ
」
と
濁
る
と
指
摘
し
た
ａ
を
承
け
て
「
片
帆
か
け
て
」
の
意
味
だ
か
ら
清
音
で
読
む
べ
き
だ
と
も

し
て
い
る
。
ａ
を
支
持
・
援
護
し
た
追
加
注
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
現
行
の
黒
川
本
に
は
和
歌
本
文
の
「
か
た
か
け
」
に
清
濁
両
用
の
記
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。
は
じ
め
は
「
げ
」
と
し
た
も
の
の
、

こ
う
し
た
独
自
注
を
受
け
て
「
け
」
と
直
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
釈
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
結
果
を
承
け
て
、
物
語
本
文
に
も
再
度
の
手
を

加
え
て
い
っ
た
様
子
が
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。

と
注
記
し
た
。
「
か
た
か
げ
の
舟
」
を
「
汀
の
舟
」
の
義
と
し
、
「
さ
は
ぐ
」
の
序
詞
と
な
る
由
来
を
説
明
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
黒
川
本
で

は
「
紗
』
注
を
採
る
こ
と
な
く
、
次
の
ａ
ｂ
を
記
し
て
い
る
。

ａ
寄
の
心
ハ
片
帆
か
け
て
行
舟
也
片
帆
か
け
て
行
舟
の
時
ハ
す
む
又
の
義
潟
陰
也
其
時
ハ
濁
也
潟
陰
ハ
塩
の
深
く
浪
の
立

の
頭
注
に
あ
る
。
こ
の
歌
の
解
釈
を
『
紗
」
で
は

か
た
か
け
の
舟
に
や
の
れ
る
の
奇
汀
の
舟
也
白
浪
に
さ
は
か
れ
出
る
を
た
と
へ
て
さ
は
く
と
き
の
み
お
も
ひ
い
つ
る
君
と
也

下
照
姫
の
野
に
い
し
か
は
か
た
ふ
ち
か
た
ふ
ち
に
あ
み
は
り
わ
た
し
と
あ
り
か
た
か
げ
は
か
た
ふ
ち
に
也
此
方
の
さ
ま
を

鹿
也 相

聞
と
い
ふ
と
也
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こ
の
よ
う
に
黒
川
本
は
物
語
中
に
引
か
れ
た
和
歌
の
出
典
や
集
付
け
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
熱
心
に
調
べ
上
げ
て
い
る
。
和
歌
関
係
の

資
料
は
充
実
し
、
か
つ
得
意
分
野
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
例
三
一
さ
き
に
聞
耆
に
よ
る
可
能
性
が
強
い
例
を
紹
介
し
た
が
、
黒
川
本
の
独
自
注
の
な
か
に
は
明
ら
か
に
、
第
三
者
か
ら
講
釈
を
受
け
た

時
の
聞
耆
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
次
の
七
例
。

①
吉
源
釈
義
云
花
山
院
ノ
御
作
也
題
号
ノ
心
ハ
大
和
奇
物
語
ト
云
心
ナ
リ
（
巻
頭
注
）

②
吉
源
今
案
に
五
郎
の
方
へ
伊
豫
の
子
来
ん
と
云
に
よ
り
て
待
て
あ
り
け
れ
は
御
息
所
の
方
へ
参
る
程
に
今
宵
ハ
参
間
敷
と
重
而
い
ひ
お

こ
し
た
る
詞
と
聞
給
て
ハ
い
か
職
（
妬
段
「
こ
ん
と
い
ひ
け
れ
は
御
息
所
の
御
も
と
に
内
へ
な
ん
ま
い
る
と
云
を
こ
せ
た
り
け
れ
は
」

主
め
ろ
》
つ
○

③
吉
紅
ヲ
プ
リ
出
シ
テ
物
ヲ
染
ル
ゴ
ト
ク
ニ
鹿
ノ
鳴
（
木
々
モ
紅
葉
等
イ
ク
ラ
ハ
ヵ
リ
ノ
紅
ソ
ト
ョ
メ
リ
（
切
段
「
し
か
の
れ
は
い
く

ら
ば
か
り
の
く
れ
な
ひ
ぞ
ふ
り
い
づ
る
か
ら
に
や
ま
の
そ
む
ら
ん
」
傍
注
）

④
吉
傳
召
仕
ノ
人
ノ
コ
ト
也
（
咄
段
「
か
み
の
め
し
う
と
に
て
あ
り
け
る
を
」
傍
注
）

⑤
抱
子
一
ノ
ミ
コ
ナ
レ
ハ
女
一
ノ
御
子
ト
イ
ヘ
リ
吉
傳
（
”
段
「
女
に
な
り
給
て
女
一
の
み
こ
」
傍
注
）

⑥
世
ノ
わ
た
ら
ひ
也
吉
傳
（
酩
段
「
年
比
わ
た
ら
え
な
と
も
」
の
傍
注
）

⑦
此
段
二
返
シ
ハ
不
知
ト
ァ
ル
程
二
此
寄
ノ
後
人
ノ
耆
添
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
吉
傳
（
咄
段
段
末
歌
の
傍
注
）

「
吉
源
釈
義
」
「
吉
源
今
案
」
「
吉
」
「
吉
傳
」
な
ど
呼
び
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
「
吉
」
の
文
字
は
共
通
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
同
一
人
物
で

こ
の
う
ち
②
と
⑥
は

の
頭
注
）

「
紗
』
注
の
引
用
の
あ
と
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
紗
』
注
と
対
立
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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⑩
垣
済
説
よ
し
陽
成
院
ハ
大
炊
御
門
南
西
ノ
洞
院
ノ
西
陽
成
院
御
誕
生
の
所
也
小
松
殿
と
陽
成
院
ハ
中
一
町
也
女
御
御
里
に
お

ハ
す
時
元
良
親
王
陽
成
院
に
お
ハ
し
ま
す
に
よ
り
い
と
近
き
ほ
と
に
な
ん
と
成
へ
し
女
御
の
母
后
ハ
中
野
親
王
の
女
也
元
良
親
王

ノ
母
ハ
藤
原
遠
長
か
女
也
或
本
に
承
香
殿
と
染
殿
ハ
い
と
ち
か
き
ほ
と
、
な
り
と
あ
り
染
殿
ハ
忠
仁
公
の
家
正
親
町
の
北
京
極
の

西
二
町
也
元
良
親
王
の
家
に
あ
ら
す
承
香
殿
小
松
殿
に
も
遠
し
（
刷
段
「
陽
成
院
」
の
頭
注
）

こ
の
う
ち
，
⑨
と
⑩
は
、
と
も
に
『
紗
』
か
ら
の
引
用
注
（
「
承
香
殿
ハ
…
故
二
号
小
松
帝
」
「
陽
成
院
ハ
…
小
松
殿
に
も
遠
し
」
）
に
対
す

る
肩
付
き
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
垣
済
説
同
」
で
は
な
く
、
「
垣
済
説
是
吉
」
「
垣
済
説
よ
し
」
と
あ
る
点
に
注
意
し
た
い
。
「
同
」

な
ら
ば
、
垣
済
の
説
も
た
ま
た
ま
『
紗
」
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
す
ま
さ
れ
る
の
だ
が
、
「
吉
」
あ
る
い
は
「
よ
し
」
と
あ
る
の
で
、
垣
済

が
『
紗
」
の
こ
の
注
を
評
価
し
、
支
持
し
た
も
の
と
受
け
取
れ
よ
う
。
垣
済
も
ま
た
「
紗
」
の
一
本
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
を
講
釈
の
場
で

引
い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
黒
川
本
施
注
者
の
側
か
ら
『
紗
」
注
を
紹
介
し
、
垣
済
の
意
見
を
聞
い
た
も
の
か
。
細
か
な
経
緯
は
不
明
だ
が
、

た
だ
し
②
の
場
合
は
、
黒
川
本
の
朱
筆
者
が
こ
の
「
吉
源
今
案
」
を
抹
消
し
、
「
五
郎
伊
与
の
子
の
方
へ
也
」
と
し
て
、
再
び
「
紗
」
説
に
戻

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
も
う
一
人
の
人
物
に
よ
る
講
釈
間
書
の
例
を
示
す
。

⑧
垣
済
説
此
風
吹
古
今
六
帖
二
有
之
然
レ
ハ
此
嵜
ヨ
リ
有
テ
噺
二
云
傳
ヒ
シ
ヲ
伊
勢
ニ
ハ
業
平
ト
書
愛
ニ
ハ
葛
城
ノ
王
卜
有
と
な
ん

古
今
な
と
に
も
か
の
寄
載
た
り
（
剛
段
「
風
ふ
け
は
お
き
つ
し
ら
浪
」
の
和
歌
頭
注
）

⑨
垣
済
説
是
吉
承
香
殿
ハ
い
と
ち
か
き
ほ
と
に
な
ん
承
香
殿
ハ
仁
寿
殿
と
常
寧
殿
の
間
也
諸
家
ち
か
か
る
へ
か
ら
す
承
香
殿
の

女
御
の
御
里
小
松
殿
と
陽
成
院
と
の
事
成
へ
し
小
松
殿
ハ
大
炊
御
門
の
北
室
町
の
西
光
孝
天
皇
御
誕
生
の
所
也
故
二
号
小
松
帝

（
刷
段
「
承
香
殿
」
の
頭
注
）
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【
例
四
一
黒
川
本

語
本
文
を
引
く
。

『
紗
」
注
を
め
ぐ
っ
て
第
三
者
と
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
そ
の
享
受
史
を
考
察
す
る
上
で
も
興
味
深
い
事
例
と
い
え
る
。

わ
れ
は
さ
は
ゆ
き
ふ
る
そ
ら
に
消
ね
と
や
た
ち
か
へ
れ
と
も
あ
け
ぬ
い
た
戸
は

と
な
ん
い
ひ
（
・
て
）
ゐ
た
り
け
る
か
く
吾
も
よ
み
あ
は
せ
に
い
ひ
ゐ
た
れ
ば
い
か
に
せ
ま
し
と
思
ひ
て
の
そ
き
て
見
れ
は
か
ほ

か
り
し
イ

こ
そ
（
。
猶
）
い
と
に
く
げ
な
り
し
か
と
な
ん
か
た
り
し
か
と

こ
の
本
文
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
当
時
は
い
く
つ
か
の
説
が
交
差
し
て
い
た
よ
う
で
、
主
な
問
題
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
「
か
へ
り
給
ね
」
と
あ
る
の
は
〈
自
宅
に
帰
り
な
さ
い
と
女
が
〉
言
っ
た
の
か
、
〈
物
越
に
会
話
を
交
し
た
こ
の
場
所
へ
戻
っ
て
と
、
男

な
い
し
女
が
言
っ
た
〉
と
い
う
意
味
な
の
か
。

②
「
戸
を
さ
し
て
」
と
あ
る
の
は
〈
帰
路
に
就
こ
う
と
し
た
途
中
の
戸
、
例
え
ば
門
な
ど
の
戸
を
閉
め
た
〉
と
い
う
意
味
な
の
か
、
〈
会
話

を
交
し
た
場
所
へ
も
ど
る
戸
〉
な
の
か
。

③
「
い
か
に
せ
ま
し
と
思
ひ
て
の
そ
き
て
見
」
た
の
は
、
〈
女
〉
な
の
か
〈
男
〉
な
の
か
。

④
そ
の
結
果
、
「
か
ほ
こ
そ
猶
い
と
に
く
げ
な
り
し
か
」
あ
る
い
は
逆
に
「
に
く
げ
な
か
り
し
」
と
あ
っ
た
の
は
〈
男
の
顔
か
〉
〈
女
の
顔
か
〉
。

⑤
「
か
た
り
し
か
」
と
あ
る
主
語
は
〈
男
〉
か
く
女
〉
か
。

独
自
注
で
は
、
こ
う
し
た
諸
説
を
紹
介
し
、
時
に
批
判
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
「
紗
」
注
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
く
だ
り

け
さ
り
け
れ
は

又
ゆ
き
の
ふ
る
夜
き
た
り
け
る
を
も
の
は
い
ひ
て
よ
ふ
け
い
か
へ
り
給
ね
と
い
ひ
け
れ
ば
か
へ
り
け
る
ほ
と
に
戸
を
さ
し
て
あ

黒
川
本
で
は
、
こ
う
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
独
自
注
に
対
し
て
も
、
吟
味
を
加
え
た
記
述
が
あ
る
。
例
え
ば
鮪
段
、
後
半
部
分
の
物
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ｅ
五
郎
の
語
り
し
也
又
伊
与
の
子
の
か
た
り
し
と
云
説
モ
有
也
（
「
か
た
り
し
か
と
」
左
傍
注
）

①
と
照
応
す
る
ａ
で
は
、
〈
一
度
は
帰
れ
と
言
っ
た
も
の
の
、
こ
の
場
所
へ
戻
っ
て
と
男
が
女
を
呼
び
返
し
た
〉
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
②
と

照
応
す
る
Ｃ
で
は
「
判
本
の
抄
」
（
「
拾
穂
抄
」
で
あ
ろ
う
。
「
帰
る
へ
き
道
の
戸
を
さ
し
た
る
へ
し
」
と
あ
る
）
説
を
批
判
。
③
④
と
照
応
す

る
ｄ
で
は
『
紗
」
説
以
外
の
解
釈
も
紹
介
、
⑤
と
照
応
す
る
ｅ
で
も
両
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

か
へ
り
給
ね
追
り
立
か
へ
り
た
る
を
戸
を
さ
し
て
あ
は
す
と
也

わ
れ
は
さ
は
の
奇
我
を
か
く
し
て
雪
の
空
に
き
え
よ
と
す
る
わ
さ
か
と
也

か
ほ
な
と
こ
そ
猶
い
と
に
く
け
な
り
し
計
の
よ
か
ら
ぬ
よ
り
も
猶
す
か
た
た
は
に
く
い
け
し
た
り
と
な
り

き
ｈ
し
か
と
か
た
り
を
き
し
か
と
な
と
い
ふ
文
章
也

「
立
か
へ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
紗
」
で
は
、
①
②
は
こ
の
場
所
へ
戻
っ
て
と
女
が
言
い
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
戸
を
閉
め
た
。
③
④

は
女
が
男
の
顔
を
見
て
、
と
解
釈
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

黒
川
本
で
は
、
こ
う
し
た
「
紗
」
注
を
引
く
一
方
で
、
次
に
記
す
ａ
～
ｅ
の
独
自
注
を
新
た
に
加
え
て
い
る
。

ａ
夜
更
ぬ
る
に
よ
り
て
か
へ
ら
ん
と
お
ひ
け
る
に
か
へ
り
給
ね
と
女
を
呼
か
へ
す
と
見
て
よ
し
（
「
か
へ
り
給
ね
」
傍
注
）

ｂ
呼
か
へ
し
て
あ
け
ざ
る
と
見
て
よ
し
末
に
の
ぞ
き
て
見
れ
は
と
有
也
（
「
戸
を
さ
し
て
」
傍
注
）

Ｃ
戸
を
さ
し
て
と
い
ふ
事
判
本
の
抄
に
は
帰
る
道
の
戸
を
さ
し
た
る
と
有
此
説
に
て
ハ
奇
も
き
こ
え
す
末
に
の
そ
き
て
見
れ
は
と
あ

に
関
す
る
注
は
次
の
四
項
目
で
あ
る
。

Ｃ
戸
を
さ
し
て
と
い
ふ
事
判
圭

る
に
不
首
尾
也
（
同
、
頭
注
）

ｄ
女
の
情
け
も
あ
ら
ん
か
と
也

と
思
へ
て
」
傍
注
）

又
女
の
心
に
い
か
蚤
せ
ん
と
思
ひ
て
戸
の
内
よ
り
五
郎
を
の
そ
き
た
る
と
云
説
モ
有
（
「
い
か
に
せ
ま
し

－131－



そ
し
て
注
意
し
た
い
の
は
、
ａ
ｅ
の
独
自
注
に
対
し
て
、
黒
川
本
で
は
更
に
朱
筆
で
次
の
よ
う
に
加
筆
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ａ

に
対
し
て
は
「
伊
与
の
子
云
ダ
ル
也
」
と
独
自
注
を
否
定
。
ｅ
に
対
し
て
は
「
伊
与
の
子
の
か
た
り
し
と
云
説
」
の
方
に
「
此
注
よ
し
」
と
し
、

の
み
な
ら
ず
物
語
本
文
「
い
と
に
く
げ
な
り
し
か
」
を
「
い
と
に
く
げ
な
か
り
し
か
」
と
訂
正
、
文
意
を
逆
転
さ
せ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
独
自
注
が
施
さ
れ
た
後
も
検
証
は
続
き
、
黒
川
本
が
現
行
の
形
に
お
さ
ま
る
ま
で
に
は
、
朱
墨
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
に
よ
る

書
き
入
れ
が
数
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

以
上
、
独
自
注
に
関
す
る
分
析
結
果
を
ま
と
め
る
と

①
「
紗
」
欠
落
章
段
へ
の
加
注
は
ご
く
簡
単
な
も
の
だ
が
、
な
か
に
は
『
拾
穂
抄
』
『
首
書
』
等
を
参
照
し
た
も
の
も
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
。

②
耆
承
あ
る
い
は
聞
害
と
い
っ
た
か
た
ち
で
、
多
彩
な
情
報
源
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
。
な
か
で
も
多
い
の
は
和

歌
・
人
物
・
有
職
故
実
関
連
の
記
事
で
あ
る
こ
と
。

③
講
釈
時
の
間
書
を
書
き
入
れ
た
か
と
み
ら
れ
る
例
も
あ
り
、
そ
の
お
り
『
紗
」
注
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
。

④
独
自
注
に
対
し
て
も
、
数
次
に
わ
た
っ
て
の
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

と
な
る
。

黒
川
本
は
「
紗
」
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
に
収
ま
る
こ
と
な
く
、
次
々
に
自
己
増
殖
を
重
ね
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

遠
因
は
物
語
本
文
を
校
訂
本
文
と
し
、
注
記
を
首
書
形
式
に
改
め
た
あ
た
り
か
ら
発
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
純
粋
な
転
写
本
で
は
な
い

が
、
『
紗
」
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
極
め
て
具
体
的
に
物
語
る
好
資
料
で
あ
り
、
い
う
な
れ
ば
『
紗
」
の
な
か
の
後
期
増
補

本
系
の
一
本
と
し
て
、
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
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